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礼
記
注
疏
訳
注
稿
（
十
）
―
曾
子
問
第
七
（
四
）
―

末
永

高
康

凡
例

一

本
稿
は
阮
刻
十
三
経
注
疏
の
礼
記
曾
子
問
第
七
（
曾
子
問
曰
祭
如
之
何
節

よ
り
曾
子
問
曰
廃
喪
服
節
ま
で
）
に
対
す
る
訳
注
稿
で
あ
る
。
た
だ
し
、

音
義
お
よ
び
校
勘
記
は
省
略
し
て
あ
る
。

二

底
本
は
嘉
慶
二
十
年
江
西
南
昌
府
学
開
雕
の
い
わ
ゆ
る
「
阮
刻
十
三
経
注

疏
本
」
を
用
い
た
が
、
八
行
本
（
『
影
印
南
宋
越
刊
八
行
本
礼
記
正
義
』

北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
に
よ
る
）
等
に
よ
り
底
本
を
一
部
改
め

た
部
分
が
あ
る
。

三

各
部
分
の
冒
頭
に
底
本
に
お
け
る
葉
数
・
表
裏
・
行
数
を
示
し
た
。
疏
に

つ
い
て
は
適
宜
分
割
し
て
経
、
注
の
後
ろ
に
割
り
当
て
て
あ
る
。

四

十
三
経
注
疏
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
「
阮
刻
十
三
経
注
疏
本
」
の
巻

葉
数
を1-2a3

（
一
巻
二
葉
表
三
行
）
、4-5b6

（
四
巻
五
葉
裏
六
行
）
等
の

形
で
記
し
て
お
い
た
。
た
だ
し
、
巻
数
、
行
数
は
省
略
し
た
部
分
が
あ
る
。

【
経
】
（
十
一
葉
裏
三
行
）

○
曾
子
問
曰
、
祭
如
之
何
、
則
不
行
旅
酬
之
事
矣
。
孔
子
曰
、
聞
之
、
小
祥
者
、

主
人
練
祭
、
而
不
旅
。
奠
酬
於
賓
、
賓
弗
舉
、
禮
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
曾
子
問
ひ
て
曰
く
、
「
祭
り
に
は
之
を
如
何
す
れ
ば
、
則
ち
旅
酬
の
事
を
行

は
ざ
る
か
」
と
。
孔
子
曰
く
、「
之
を
聞
け
り
、
小
祥
は
、
主
人
練
祭
し
て
①
、

旅
せ
ず
。
酬
を
賓
に
奠
（
お
）
き
、
賓
挙
げ
ざ
る
は
、
礼
な
り
。

①
「
練
祭
」
の
語
は
経
典
類
で
は
他
所
に
見
え
な
い
。
『
儀
礼
』
士
虞
礼

43-13b

で
は
「
朞
而
小
祥
。
…14a

又
朞
而
大
祥
」
と
あ
る
だ
け
で
、「
練
」

へ
の
言
及
は
な
い
が
、
『
礼
記
』
喪
服
四
制63-16a

「
父
母
之
喪
、
…
期

十
三
月
而
練
冠
」
、
間
伝57-11a

「
期
而
小
祥
、
練
冠
縓
緣
、
要
絰
不
除
」

と
あ
る
よ
う
に
、
小
祥
の
時
に
練
冠
を
着
け
る
こ
と
か
ら
、
小
祥
は
ま

た
「
練
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

［
現
代
語
訳
］

○
曾
子
が
質
問
し
て
言
っ
た
、
「
祭
り
で
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
（
杯
を
次

々
と
か
わ
し
て
い
く
）
旅
酬
の
事
を
行
わ
な
い
の
で
す
か
」
と
。
孔
子
は
（
答

え
て
）
言
っ
た
、
「
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
小
祥
で
は
、
主
人
は
（
小
祥
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の
祭
り
で
あ
る
）
練
祭
を
す
る
が
、
旅
酬
は
し
な
い
。
（
主
人
か
ら
受
け
た
返

杯
の
）
酬
（
の
杯
）
を
賓
（
の
と
こ
ろ
）
に
と
ど
め
置
い
て
、
（
こ
の
杯
を
）

賓
が
挙
げ
な
い
の
が
、
（
小
祥
に
お
け
る
）
礼
で
あ
る
。

【
注
】
（
十
一
葉
裏
五
行
）

奠
無
尸
、
虞
不
致
爵
、
小
祥
不
旅
酬
、
大
祥
無
無
筭
爵
、
彌
吉
。

［
書
き
下
し
文
］

奠
に
尸
無
く
、
虞
に
爵
を
致
さ
ず
、
小
祥
に
旅
酬
せ
ず
、
大
祥
に
無
筭
爵
無
き

は
、
彌
い
よ
吉
な
れ
ば
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

（
殯
の
段
階
の
）
奠
で
は
尸
を
立
て
ず
、
虞
祭
で
は
爵
（
さ
か
ず
き
）
を
送
ら

ず
、
小
祥
で
は
旅
酬
を
行
な
わ
ず
、
大
祥
で
は
（
杯
の
数
を
制
限
し
な
い
）
無

算
爵
の
事
が
無
い
と
い
う
の
は
、
（
こ
の
順
で
）
次
第
に
吉
に
近
づ
い
て
い
く

か
ら
で
あ
る
。

【
疏
】
（
十
一
葉
裏
八
行
）

○
正
義
曰
、
此
一
節
論
喪
祭
簡
畧
之
事
。
○
孔
子
至
舉
禮
也
①
、
練
、
小
祥
祭

也
。
旅
、
謂
旅
酬
。
故
奠
無
尸
、
虞
不
致
爵
。
至
小
祥
彌
吉
、
但
得
致
爵
於
賓
、

而
不
得
行
旅
酬
之
事
。
大
祥
乃
得
行
旅
酬
、
而
不
得
行
無
筭
爵
之
事
也
。
此
皆

謂
喪
事
②
簡
畧
、
於
禮
未
備
故
也
。

①
八
行
本
は
「
孔
子
至
舉
禮
也
」
を
標
起
止
と
し
て
お
り
、
底
本
は
「
也
」

下
に
「
〇
」
を
落
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
訳
注
で
は
標
起
止

は
省
略
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
六
字
を
残
し
て
お
く
。

②
底
本
は
「
事
」
を
「
畢
」
に
誤
る
。
八
行
本
に
従
い
改
め
る
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
此
の
一
節
、
喪
祭
簡
略
の
事
を
論
ず
。
○
「
孔
子
」
よ
り
「
挙

礼
也
」
に
至
る
ま
で
、
練
は
、
小
祥
の
祭
り
な
り
。
旅
は
、
旅
酬
を
謂
ふ
。
故

（
も
と
）
よ
り
奠
に
尸
無
く
、
虞
に
爵
を
致
さ
ず
。
小
祥
に
至
り
て
彌
い
よ
吉
、

但
だ
爵
を
賓
に
致
す
を
得
て
、
旅
酬
の
事
を
行
ふ
を
得
ず
。
大
祥
は
乃
ち
旅
酬

を
行
ふ
を
得
て
、
無
筭
爵
の
事
を
行
ふ
を
得
ざ
る
な
り
。
此
れ
皆
な
喪
事
の
簡

略
な
る
は
、
礼
に
於
て
未
だ
備
は
ら
ざ
る
が
故
な
る
を
謂
ふ
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
こ
の
一
節
は
、
喪
祭
の
（
各
段
階
で
何
を
）
簡
略
（
に
す
る

か
）
に
つ
い
て
の
事
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
○
「
孔
子
」
よ
り
「
挙
礼
也
」

に
至
る
ま
で
、
練
は
、
小
祥
の
祭
り
の
こ
と
。
旅
は
、
旅
酬
を
言
う
。
も
と
よ

り
（
死
者
に
捧
げ
る
）
奠
に
お
い
て
は
尸
を
立
て
ず
、
虞
祭
に
は
爵
を
送
っ
た

り
し
な
い
。
小
祥
に
至
る
と
ま
す
ま
す
吉
に
近
づ
く
が
、
（
そ
れ
で
も
）
た
だ

爵
を
賓
に
送
る
だ
け
で
、
旅
酬
の
事
は
行
な
え
な
い
。
大
祥
は
旅
酬
を
行
う
こ

と
は
で
き
る
が
、
無
算
爵
の
事
は
行
え
な
い
の
だ
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
喪

事
（
の
礼
）
が
（
吉
礼
に
比
し
て
）
簡
略
で
あ
る
の
は
、
（
凶
礼
で
は
）
礼
の

儀
節
を
完
備
さ
せ
な
い
が
た
め
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
十
一
葉
裏
十
行
）

○
正
義
曰
、
按
士
虞
禮
云
、
男
男
尸
、
女
女
尸
。
檀
弓
云
、
虞
而
立
尸
。
是
虞

時
始
立
尸
、
故
云
、
奠
無
尸
。
奠
所
以
無
尸
者
、
奠
是
未
葬
之
前
、
形
體
尚
在
、

未
忍
立
尸
異
於
生
、
故
未
立
尸
。
虞
是
既
葬
之
後
、
形
體
已
去
、
鬼
神
事
之
、
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故
立
尸
以
象
神
也
。
又
按
特
牲
云
、
祝
延
尸
於
奧
。
尸
即
席
坐
。
主
人
拜
妥
尸
。

尸
荅
拜
。
尸
左
執
觶
、
右
取
菹
、
｛
手
耎
｝
于
醢
、
祭
于
豆
間
。
佐
食
取
黍
稷

肺
祭
授
尸
。
尸
祭
之
、
祭
酒
、
啐
酒
、
祭
鉶
、
乃
食
九
飯
。
主
人
洗
角
、
升
酌

酳
尸
。
尸
卒
爵
。
祝
酌
授
尸
。
尸
以
酢
主
人
。
主
人
卒
爵
、
筵
祝
南
面
。
主
人

酌
獻
祝
。
祝
受
卒
爵
。
主
人
酌
獻
佐
食
。
佐
食
受
卒
爵
。
此
是
主
人
之
獻
也
。

特
牲
又
云
、
主
婦
洗
爵
獻
尸
、
尸
卒
爵
。
尸
酢
主
婦
、
主
婦
卒
爵
。
主
婦
酌
獻

祝
、
祝
卒
爵
、
酌
獻
佐
食
、
佐
食
卒
爵
。
此
是
主
婦
之
獻
也
。
賓
三
獻
、
獻
于

尸
。
尸
三
爵
止
。
注
云
、
尸
止
爵
者
、
三
獻
禮
成
、
欲
神
惠
之
均
於
室
中
。
云

虞
不
致
爵
者
、
按
士
虞
禮
、
賓
三
獻
尸
、
尸
卒
爵
禮
畢
、
無
致
爵
以
下
之
事
、

所
謂
虞
不
致
爵
也
。
按
特
牲
又
云
、
尸
止
爵
之
後
、
席
于
戸
内
。
主
婦
洗
爵
、

酌
致
爵
于
主
人
。
主
人
拜
受
爵
。
主
婦
拜
送
爵
。
主
人
卒
爵
拜
。
主
婦
荅
拜
、

受
爵
酌
酢
、
左
執
爵
拜
。
主
人
荅
拜
。
主
人
降
洗
、
酌
致
爵
于
主
婦
。
席
于
房

中
南
面
。
主
婦
拜
受
爵
。
主
人
西
面
荅
拜
。
主
婦
卒
爵
拜
。
主
人
荅
拜
。
主
人

更
爵
酢
、
卒
爵
拜
。
主
婦
荅
拜
、
所
謂
致
爵
也
。
三
獻
之
賓
作
尸
所
止
爵
。
尸

飲
卒
爵
、
酢
賓
。
賓
飲
卒
爵
、
獻
祝
及
佐
食
、
致
爵
于
主
人
主
婦
、
畢
。
主
人

降
阼
階
、
升
酌
、
西
階
上
獻
賓
及
衆
賓
、
訖
。
主
人
洗
觶
、
于
西
階
前
、
北
面

酬
賓
①
、
訖
。
主
人
洗
爵
、
于
阼
階
上
、
獻
長
兄
弟
及
衆
兄
弟
。
及
内
兄
弟
、

于
房
中
獻
、
畢
。
賓
乃
坐
、
取
主
人
所
酬
之
觶
、
於
阼
階
前
、
酬
長
兄
弟
。
長

兄
弟
受
觶
、
於
西
階
前
、
酬
衆
賓
、
衆
賓
酬
衆
兄
弟
、
所
謂
旅
酬
也
。
云
小
祥

不
旅
酬
者
②
、
賓
不
舉
主
人
所
酬
之
觶
、
不
行
旅
酬
之
事
、
所
謂
小
祥
不
旅
酬
。

謂
奠
酬
於
主
人
、
主
人
酬
於
賓
、
賓
不
舉
也
。
旅
酬
之
後
、
賓
弟
子
兄
弟
弟
子

各
酌
于
其
尊
舉
觶
、
各
於
其
長
、
賓
取
觶
、
酬
兄
弟
之
黨
、
長
兄
弟
取
觶
、
酬

賓
之
黨
、
所
謂
無
筭
爵
也
。
云
大
祥
無
無
筭
爵
彌
吉
者
、
大
祥
乃
得
行
旅
酬
、

而
不
得
行
此
無
筭
爵
之
事
、
故
云
大
祥
無
無
筭
爵
。
以
其
漸
漸
備
禮
、
故
云
彌

吉
、
仍
未
純
吉
也
。

①
底
本
は
「
酬
賓
」
二
字
を
重
ね
る
。
八
行
本
に
従
い
重
複
の
二
字
を

削
る
。

②
底
本
は
「
者
」
を
「
衆
」
に
誤
る
。
八
行
本
に
従
い
改
め
る
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
士
虞
礼
（
記43-2a

）
に
云
ふ
、
「
男
は
男
尸
、
女

は
女
尸
」
と
。
檀
弓
に
云
ふ
、
「
虞
し
て
尸
を
立
つ
」
と
①
。
是
れ
虞
時
始
め

て
尸
を
立
つ
、
故
に
、「
奠
に
尸
無
し
」
と
云
ふ
。
奠
に
尸
無
き
所
以
の
者
は
、

奠
は
是
れ
未
だ
葬
ら
ざ
る
の
前
、
形
体
尚
ほ
在
り
、
未
だ
尸
を
立
て
て
生
と
異

に
す
る
に
忍
び
ず
、
故
に
未
だ
尸
を
立
て
ず
。
虞
は
是
れ
既
に
葬
る
の
後
、
形

体
已
に
去
り
、
鬼
神
と
し
て
之
に
事
ふ
、
故
に
尸
を
立
て
て
以
て
神
に
象
る
な

り
。
又
た
按
ず
る
に
特
牲
（45-4a

～9a

）
に
云
ふ
、
「
祝
、
尸
を
奧
に
延
（
す

す
）
む
②
。
尸
、
席
に
即
き
て
坐
す
。
主
人
拝
し
て
尸
を
妥
（
や
す
）
ん
ず
。

尸
荅
拝
す
。
尸
左
に
觶
を
執
り
、
右
に
菹
を
取
り
、
醢
に
｛
手
耎
｝
（
ひ
た
）

し
て
、
豆
間
に
祭
る
。
佐
食
、
黍
・
稷
・
肺
祭
を
取
り
て
尸
に
授
く
。
尸
之
を

祭
り
、
酒
を
祭
り
、
酒
を
啐
（
な
）
め
、
鉶
を
祭
り
、
乃
ち
九
飯
を
食
す
。
主

人
、
角
を
洗
ひ
、
升
り
酌
み
て
尸
に
酳
（
す
す
）
む
。
尸
、
爵
を
卒
ふ
。
祝
酌

み
て
尸
に
授
く
。
尸
以
て
主
人
に
酢
（
む
く
）
ゆ
。
主
人
、
爵
を
卒
ふ
。
祝
に

筵
し
き
て
南
面
と
す
。
主
人
酌
み
て
祝
に
献
ず
。
祝
受
け
て
爵
を
卒
ふ
。
主
人

酌
み
て
佐
食
に
献
ず
。
佐
食
受
け
て
爵
を
卒
ふ
」
と
③
。
此
れ
是
れ
主
人
の
献

な
り
。
特
牲
又
た
云
ふ
、
「
主
婦
、
爵
を
洗
ひ
尸
に
献
じ
、
尸
、
爵
を
卒
ふ
。

尸
、
主
婦
に
酢
い
、
主
婦
、
爵
を
卒
ふ
。
主
婦
酌
み
て
祝
に
献
じ
、
祝
、
爵
を

卒
ふ
。
酌
み
て
佐
食
に
献
じ
、
佐
食
、
爵
を
卒
ふ
」
と
④
。
此
れ
是
れ
主
婦
の
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献
な
り
。
賓
、
三
献
し
、
尸
に
献
じ
、
尸
、
三
爵
も
て
止
（
と
ど
）
む
。
注
に

云
ふ
、
「
尸
、
爵
を
止
む
る
は
、
三
献
の
礼
成
り
、
神
恵
の
室
中
に
均
し
か
ら

ん
こ
と
を
欲
す
れ
ば
な
り
」
と
⑤
。
「
虞
に
爵
を
致
さ
ず
」
と
云
ふ
は
、
按
ず

る
に
士
虞
礼
に
、
賓
、
尸
に
三
献
し
、
尸
、
爵
を
卒
ふ
る
の
礼
畢
ら
ば
、
爵
を

致
す
以
下
の
事
無
し
⑥
、
所
謂
る
「
虞
に
爵
を
致
さ
ざ
る
」
な
り
。
按
ず
る
に

特
牲
又
た
云
ふ
、
「
尸
、
爵
を
止
む
る
の
後
、
戸
内
に
席
し
く
。
主
婦
、
爵
を

洗
ひ
、
酌
み
て
爵
を
主
人
に
致
す
。
主
人
拝
し
て
爵
を
受
く
。
主
婦
拝
し
て
爵

を
送
る
。
主
人
、
爵
を
卒
へ
て
拝
す
。
主
婦
荅
拝
し
て
、
爵
を
受
け
て
酌
み
て

酢
い
、
左
に
爵
を
執
り
て
拝
す
。
主
人
荅
拝
す
。
主
人
降
り
て
洗
ひ
、
酌
み
て

爵
を
主
婦
に
致
す
。
房
中
に
席
し
き
て
南
面
と
す
。
主
婦
拝
し
て
爵
を
受
く
。

主
人
西
面
し
て
荅
拝
す
。
主
婦
、
爵
を
卒
へ
て
拝
す
。
主
人
荅
拝
す
。
主
人
、

爵
を
更
へ
て
酢
い
、
爵
を
卒
へ
て
拝
す
。
主
婦
荅
拝
す
」
と
⑦
、
所
謂
る
「
爵

を
致
す
」
な
り
。
三
献
の
賓
、
尸
の
止
め
し
所
の
爵
を
作
（
お
こ
）
す
。
尸
飲

み
て
爵
を
卒
へ
て
、
賓
に
酢
ゆ
。
賓
飲
み
て
爵
を
卒
へ
、
祝
及
び
佐
食
に
献
じ
、

爵
を
主
人
主
婦
に
致
し
、
畢
る
⑧
。
主
人
、
阼
階
を
降
り
、
升
り
て
酌
み
、
西

階
上
に
賓
及
び
衆
賓
に
献
じ
、
訖
る
。
主
人
、
觶
を
洗
ひ
、
西
階
の
前
に
于
て
、

北
面
し
て
賓
に
酬
い
、
訖
る
。
主
人
、
爵
を
洗
ひ
、
阼
階
の
上
に
于
て
、
長
兄

弟
及
び
衆
兄
弟
に
献
ず
。
及
び
内
兄
弟
に
、
房
中
に
于
て
献
じ
、
畢
る
⑨
。
賓

乃
ち
坐
し
、
主
人
酬
ゆ
る
所
の
觶
を
取
り
、
阼
階
の
前
に
於
て
、
長
兄
弟
に
酬

ゆ
。
長
兄
弟
、
觶
を
受
け
、
西
階
の
前
に
於
て
、
衆
賓
に
酬
い
、
衆
賓
、
衆
兄

弟
に
酬
ゆ
⑩
、
所
謂
る
「
旅
酬
」
な
り
。
「
小
祥
に
旅
酬
せ
ず
」
と
云
ふ
は
、

賓
、
主
人
酬
ゆ
る
所
の
觶
を
挙
げ
ず
、
旅
酬
の
事
を
行
は
ざ
る
は
、
所
謂
る
「
小

祥
に
旅
酬
せ
ざ
る
」
な
り
。
酬
を
主
人
に
奠
き
、
主
人
、
賓
に
酬
い
て
、
賓
挙

げ
ざ
る
を
謂
ふ
⑪
。
旅
酬
の
後
、
賓
の
弟
子
、
兄
弟
の
弟
子
、
各
お
の
其
の
尊

に
酌
み
て
觶
を
挙
げ
、
各
お
の
其
の
長
に
於
て
し
、
賓
は
觶
を
取
り
て
、
兄
弟

の
党
に
酬
い
、
長
兄
弟
は
觶
を
取
り
て
、
賓
の
党
に
酬
ゆ
る
は
、
所
謂
る
「
無

筭
爵
」
な
り
⑫
。
「
大
祥
は
無
筭
爵
無
き
は
彌
い
よ
吉
な
れ
ば
な
り
」
と
云
ふ

は
、
大
祥
は
乃
ち
旅
酬
を
行
ふ
を
得
て
、
此
の
無
筭
爵
の
事
を
行
ふ
を
得
ず
、

故
に
「
大
祥
は
無
筭
爵
無
し
」
と
云
ふ
。
其
の
漸
漸
と
し
て
礼
を
備
ふ
る
を
以

て
、
故
に
「
彌
い
よ
吉
な
り
」
と
云
ふ
も
、
仍
ほ
未
だ
純
吉
な
ら
ざ
る
な
り
。

①
『
礼
記
』
檀
弓
下

10-15a

「
虞
而
立
尸
、
有
几
筵
、
卒
哭
而
諱
。
生

事
畢
而
鬼
事
始
已
。
」
注15a3

「
謂
不
復
饋
食
於
下
室
、
而
鬼
神
祭
之
。

已
、
辭
也
。
」

②
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼45-4a

で
は
「
尸
至
于
階
、
祝
延
尸
。
尸
升
入
。

祝
先
、
主
人
從
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
延
」
は
堂
に
登
る
こ
と
を
す

す
め
る
だ
け
で
、
（
室
に
入
っ
て
そ
の
西
南
隅
の
）
「
奥
」
に
す
す
み
入

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
特
牲
饋
食
礼44-11b

で
は
「
祝
筳
几
于

室
中
、
東
面
。
」
注11b7

「
爲
神
敷
席
也
。
」
と
あ
る
だ
け
で
、
神
が
降

臨
す
る
筳
几
を
置
く
場
所
を
明
確
に
「
奥
」
と
言
っ
て
い
な
い
が
、
少

牢
饋
食
礼47-10b

の
対
応
部
分
で
は
「
司
宮
筵
于
奧
、
祝
設
几
于
筵
上

右
之
。
」
注10b9

「
布
陳
神
坐
也
。
室
中
西
南
隅
謂
之
奧
。
席
東
面
近
南

爲
右
。
」
と
そ
れ
が
「
奥
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

③
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼45-4b

「
尸
即
席
坐
。
主
人
拜
妥
尸
。
（
注4b3

：
妥
、
安
坐
也
。
）
尸
荅
拜
、
執
奠
。
祝
饗
。
主
人
拜
如
初
。
祝
命
挼
祭
。

尸
左
執
觶
、
右
取
菹
、
㨎
于
醢
、
祭
于
豆
閒
。5a

佐
食
取
黍
稷
肺
祭
授

尸
。
尸
祭
之
、
祭
酒
啐
酒
、
告
旨
。
主
人
拜
。
尸
奠
觶
荅
拜
。
祭
鉶
、

甞
之
、
告
旨
。
主
人
拜
。
尸
荅
拜
。
…5b

尸
三
飯
告6a

飽
。
祝
侑
。

主
人
拜
。
…
尸6b

又
三
飯
告
飽
。
祝
侑
之
如
初
。
…
尸
又
三
飯
告
飽
。
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祝
侑
之
如
初
。
…7a

主
人
洗
角
、
升
酌
酳
尸
。
尸
拜
受
。
主
人
拜
送
。

尸
祭
酒
啐
酒
。
賓
長
以
肝
從
。7b

尸
左
執
角
、
右
取
肝
、
㨎
于
鹽
、
振

祭
嚌
之
、
加
于
菹
豆
。
卒
角
、
祝
受
尸
角
曰
、
送
爵
、
皇
尸
卒
爵
。
主

人
拜
。
尸
荅
拜
。
祝
酌
授
尸
。
尸
以
醋
主
人
。（
注7b5

：
古
文
醋
作
酢
。
）

主
人
拜
受
角
。
尸
拜
送
。
主
人
退
。
佐
食
授
挼
祭
。
主
人
坐
左
執
角
、

受
祭
祭
之
、
祭
酒
啐8a

酒
、
進
聽
嘏
。
佐
食
摶
黍
授
祝
。
祝
授
尸
。
尸

受
以
菹
豆
、
執
以
親
嘏
主
人
。
主
人
左
執
角
、
再
拜
稽
首
受
、
復
位
。

詩
懷
之
、
實
于
左
袂
、
挂
于
季
指
、
卒
角
拜
。
尸
荅
拜
。8b

主
人
出
、

寫
嗇
于
房
。
祝
以
籩
受
。
筵
祝
南
面
。
主
人
酌
獻
祝
。
祝
拜
受
角
。
主

人
拜
送
。
…

9a

（
祝
）
卒
角
拜
。
主
人
荅
拜
受
角
、
酌
獻
佐
食
。
佐
食

北
面
拜
受
角
。
主
人
拜
送
。
佐
食
坐
祭
、
卒
角
拜
」
の
傍
線
部
を
抜
き

書
き
し
た
も
の
。
こ
の
疏
の
引
用
で
は12a3

で
一
か
所
「
角
」
を
用
い

る
他
は
「
觶
」
「
角
」
を
分
か
た
ず
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
「
爵
」
を
用
い
て

お
り
、『
儀
礼
』
少
牢
饋
食
礼48-8b

～11b
で
主
人
が
尸
、
祝
、（
上
下
）

佐
食
に
献
ず
る
の
に
す
べ
て
「
爵
」
を
用
い
る
の
と
同
じ
形
に
な
っ
て

い
る
。

④
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼45-9a

「
主
婦
洗
爵
于
房
、
酌
亞
獻
尸
。
…10a

尸
卒
爵
。
祝
受
爵
、
命
送
如
初
。
酢
如
主
人
儀
。10b

主
婦
適
房
南
面
。

佐
食
挼
祭
。
主
婦
左
執
爵
、
右
撫
祭
、
祭
酒
啐
酒
、
入
卒
爵
如
主
人
儀
。

獻
祝
、
籩
燔
從
、
如
初
儀
。
及
佐
食
如
初
。
卒
以
爵
入
于
房
」
参
照
。

い
わ
ゆ
る
「
主
婦
亜
献
」
で
あ
る
。

⑤
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼45-10b

「
賓
三
獻
如
初
。
燔
從
如
初
。
爵
止
。
」

注

10b8

「
初
、
亞
獻
也
。
尸
止
爵
者
、
三
獻
禮
成
、
欲
神
惠
之
均
於
室

中
、
是
以
奠
而
待
之
。
」
こ
こ
で
尸
が
爵
を
止
め
る
の
は
、
こ
の
後
に
主

人
と
主
婦
が
爵
を
取
り
交
わ
す
の
を
待
っ
て
か
ら
、
賓
に
酢
爵
（
返
杯
）

し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
下
文12b

に
「
三
獻
作
止
爵
。
（
注12b3

：
賓
也
。
謂
三
獻
者
、
以
事
命
之
。
）
尸
卒
爵
酢
。
」
と
尸
の
返
杯
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
疏
文
の
「
尸
三
爵
止
」
の
「
三
爵
」
は
「
三
獻
之

爵
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

⑥
『
儀
礼
』
士
虞
礼42-11a

～13b

で
は
主
人
が
「
廃
爵
」
で
尸
に
献

じ
、
主
婦
が
「
足
爵
」
で
亜
献
し
、
賓
が
「
繶
爵
」
で
三
献
し
た
後
に

尸
が
退
出
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

⑦
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼45-10b

「
賓
三
獻
如
初
。
燔
從
如
初
。
爵
止
。11a

席
于
戸
内
。
主
婦
洗
爵
、
酌
致
爵
于
主
人
。
主
人
拜
受
爵
。
主
婦
拜
送

爵
。
…

11b9

（
主
人
）
卒
爵
拜
。12a

主
婦
荅
拜
、
受
爵
酌
醋
、
左
執

爵
拜
。
主
人
荅
拜
。
（
主
婦
）
坐
祭
立
飲
、
卒
爵
拜
。
主
人
荅
拜
。
主
婦

出
反
于
房
。
主
人
降
洗
、
酌
致
爵
于
主
婦
。
席
于
房
中
南
面
。
主
婦
拜

受
爵
。
主
人
西
面
荅
拜
。
宗
婦
薦
豆
、
俎
從
獻
、
皆
如
主
人
。
主
人
更

爵
、
酌
醋
、
卒
爵
、
降
實
爵
于
篚
、
入
復
位
」
の
傍
線
部
を
抜
き
書
き

し
た
も
の
。
末
尾
の
「
（
主
人
）
拜
。
主
婦
荅
拜
」
の
部
分
は
特
牲
饋
食

礼
に
は
見
え
な
い
が
、
卒
爵
の
後
は
当
然
に
拝
し
、
答
拝
す
る
も
の
と

し
て
疏
が
補
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
特
牲
饋
食
礼
で
「
致
爵
」

の
表
現
が
な
さ
れ
る
の
は
こ
の
部
分
に
限
ら
れ
る
。

⑧
以
上
は
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼45-12b

「
三
獻
作
止
爵
。
（
注12b3

：

賓
也
。
謂
三
獻
者
、
以
事
命
之
。
）
尸
卒
爵
酢
。（
賓
）
酌
獻
洗
及
佐
食
。

洗
爵
、
酌
致
于
主
人
主
婦
、
燔
從
。
皆
如
初
。
（
賓
）
更
爵
酢
于
主
人
、

卒
、
復
位
」
に
拠
る
。
以
上
の
儀
節
を
も
っ
て
尸
へ
の
三
献
が
終
わ
る

こ
と
に
な
る
。
疏
で
は
、
尸
の
返
杯
を
受
け
て
、「
賓
飲
み
て
爵
を
卒
ふ
」

礼記注疏訳注稿（十）―曾子問第七（四）―（末永）
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と
さ
れ
る
が
、
こ
の
部
分
は
特
牲
饋
食
礼
に
は
見
え
ず
、
な
ぜ
疏
が
こ

れ
を
付
け
加
え
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

⑨
以
上
は
、
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼45-13a

「
主
人
降
阼
階
、
西
面
拜
賓

如
初
、
洗
。
賓
辭
洗
。
卒
洗
、
揖
讓
升
、
酌
西
階
上
獻
賓
。
…14a7

衆

賓
升
、
拜
受
爵
、
坐
祭
立
飲
。（
以
上
、
賓
お
よ
び
衆
賓
に
献
ず
る
）
…14b

主
人
洗
觶
、
酌
于
西
方
之
尊
、
西
階
前
北
面
酬
賓
。
…
（
以
上
、
賓
に

酬
す
る
）15b
主
人
洗
爵
、
獻
長
兄
弟
于
阼
階
上
、
如
賓
儀
。
洗
、
獻
衆

兄
弟
、
如
衆
賓
儀
。16a

洗
、
獻
内
兄
弟
于
房
中
、
如
獻
衆
兄
弟
之
儀
。

（
注

16a3

：
内
兄
弟
、
内
賓
宗
婦
也
。
）
（
以
上
、
長
兄
弟
、
衆
兄
弟
、

内
兄
弟
に
献
ず
る
）
」
に
よ
る
。
「
長
兄
弟
」
の
語
は
特
牲
饋
食
礼
に
の

み
見
え
（
こ
こ
が
初
出
）
、
川
原
寿
市
『
儀
礼
釈
攷
』
（
特
牲
饋
食
礼
）

三
五
一
頁
、
注
２
７
５
は
「
兄
弟
中
の
最
年
長
者
で
あ
る
」
と
注
す
る
。

「
内
賓
」
「
宗
婦
」
に
つ
い
て
は
、
特
牲
饋
食
礼
（
記
）46-13a

「
内
賓

立
于
其
北
、
東
面
西
上
。
宗
婦
北
堂
東
面
北
上
。
」
注13a4

「
二
者
所
謂

内
兄
弟
。
内
賓
、
姑
姊
妹
也
。
宗
婦
、
族
人
之
婦
、
其
夫
屬
于
所
祭
、

為
子
孫
。
」
参
照
。
「
内
賓
」
は
姑
姊
妹
の
嫁
い
で
外
に
あ
る
も
の
。
「
宗

婦
」
は
祭
主
と
同
宗
で
あ
る
者
の
婦
人
。
特
牲
饋
食
礼
の
儀
節
は
、
こ

の
後
に
「
尸
に
加
爵
す
る
儀
」
「
嗣
子
挙
奠
の
儀
」
が
つ
づ
き
、
旅
酬
へ

と
移
る
。
旅
酬
に
先
立
っ
て
は
「
弟
子
が
長
兄
弟
に
觶
を
挙
げ
」
「
宗
人

が
祭
る
を
告
げ
庶
羞
を
羞
（
す
す
）
め
」
て
、
そ
の
後
に
「
賓
が
兄
弟

と
旅
酬
す
る
」
こ
と
に
な
る
。

⑩
以
上
は
、
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼46-2b

「
賓
坐
取
觶
、
阼
階3a

前
北

面
酬
長
兄
弟
。
長
兄
弟
在
右
。
賓
奠
觶
拜
。
長
兄
弟
荅
拜
、
賓3b

立
卒

觶
、
酌
于
其
尊
、
東
面
立
。
長
兄
弟
拜
受
觶
。
賓
北
面
荅
拜
、
揖
復
位
。

長
兄
弟
西
階
前
北
面
。
衆
賓
長
自
左
受
旅
如
初
。（
注3b6

：
旅
、
行
也
。

受
行
酬
也
。
初
、
賓
酬
長
兄
弟
。
）
長
兄
弟
卒
觶
、
酌
于
其
尊
、
西
面
立
。

受
旅
者
拜
受
。
長
兄
弟
北
面
荅
拜
、
揖
復
位
。
衆
賓
及
衆
兄
弟
、
交
錯

以
辯
皆
如
初
儀
。
（
注

3b8

：
交
錯
、
猶
言
東
西
。
）
」
に
拠
る
。
以
上
が

（
第
一
次
）
旅
酬
（
賓
党
か
ら
主
党
へ
の
旅
酬
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
賓

が
取
る
の
は

45-15a

「
賓
奠
觶
于
薦
南
。
揖
復
位
」
で
薦
南
に
置
い
た

觶
で
あ
る
。
特
牲
饋
食
礼
で
は
こ
の
後
に
「
爲
加
爵
者
（
＝
衆
賓
長
）

作
止
爵
、
如
長
兄
弟
之
儀
」
（46-3b

）
と
先
に
尸
が
止
め
た
衆
賓
長
の

加
爵
を
作
（
お
こ
）
す
儀
が
行
わ
れ
、
第
二
次
旅
酬
（
主
党
か
ら
賓
党

へ
の
旅
酬
）
へ
と
移
る
。

⑪
こ
の
部
分
は
経
文
の
「
奠
酬
於
賓
、
賓
不
舉
也
」
を
敷
衍
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
「
奠
酬
於
主
人
」

は
特
牲
饋
食
礼
の
記
載
と
合
わ
な
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
五
字
を
省
い
た

形
で
訳
を
与
え
て
お
く
。

⑫
『
儀
礼
』
特
牲
饋
食
礼46-4a

「
賓
弟
子
及
兄
弟
弟
子
洗
、
各
酌
于
其

尊
、
中
庭
北
面
西
上
、
舉
觶
於
其
長
。
…5a

爵
皆
無
筭
。（
注5a3

：
筭
、

數
也
。
賓
取
觶
酬
兄
弟
之
黨
、
長
兄
弟
取
觶
酬
賓
之
黨
、
唯
己
所
欲
、

亦
交
錯
以
辯
、
無
次
第
之
數
。
）
」
参
照
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
思
う
に
（
『
儀
礼
』
）
士
虞
礼
に
「
男
に
は
男
の
尸
を
立
て
、

女
に
は
女
の
尸
を
立
て
る
」
と
言
い
、
（
『
礼
記
』
）
檀
弓
に
、
「
虞
祭
か
ら
尸

を
立
て
る
」
と
言
う
が
、
こ
れ
が
虞
祭
の
時
に
始
め
て
尸
を
立
て
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
よ
っ
て
「
（
埋
葬
前
の
）
奠
に
尸
は
立
て
な
い
」
と
言
う
の
だ
。
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奠
に
尸
を
立
て
な
い
理
由
は
、
奠
は
ま
だ
埋
葬
す
る
前
で
、
（
亡
く
な
っ
た
人

の
）
身
体
が
な
お
（
殯
宮
に
）
残
っ
て
お
り
、
尸
を
立
て
て
生
前
と
異
な
る
対

応
を
す
る
の
に
忍
び
な
い
か
ら
、
ま
だ
尸
を
立
て
な
い
の
だ
。
虞
祭
は
す
で
に

埋
葬
し
た
後
で
あ
り
、
身
体
は
す
で
に
（
地
中
に
）
去
り
、（
目
に
見
え
な
い
）

鬼
神
と
し
て
こ
れ
に
仕
え
る
か
ら
、
尸
を
立
て
て
（
亡
く
な
っ
た
人
の
）
神
霊

を
形
象
化
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
思
う
に
（
『
儀
礼
』
）
特
牲
饋
食
礼
に
、
「
祝

は
、
尸
を
奧
に
誘
導
す
る
。
尸
は
席
に
即
い
て
坐
る
。
主
人
は
拝
し
て
尸
を
安

坐
さ
せ
る
。
尸
は
荅
拝
す
る
。
尸
は
左
（
手
）
に
觶
を
取
り
、
右
（
手
）
に
菹

を
取
り
、
（
そ
れ
を
）
醢
に
ひ
た
し
て
、
豆
の
間
に
祭
る
。
佐
食
は
、
黍
・
稷

・
肺
祭
（
切
っ
た
肺
の
一
片
）
を
取
っ
て
尸
に
授
け
る
。
尸
は
こ
れ
を
祭
り
、

酒
を
祭
り
、
酒
を
な
め
、（
肉
と
野
菜
を
ま
ぜ
た
）
鉶
羹
を
祭
り
、
そ
こ
で
（
三

飯
を
三
度
繰
り
返
し
て
）
九
飯
を
食
べ
る
。
主
人
は
さ
か
ず
き
を
洗
い
、
（
堂

に
）
升
っ
て
（
酒
を
）
酌
ん
で
尸
に
す
す
め
る
。
尸
は
さ
か
ず
き
（
の
酒
）
を

飲
み
ほ
す
。
祝
は
（
さ
か
ず
き
に
酒
を
）
酌
ん
で
尸
に
授
け
る
。
尸
は
そ
れ
で

主
人
（
の
献
）
に
酢
（
む
く
）
い
る
。
主
人
は
さ
か
ず
き
（
の
酒
）
を
飲
み
ほ

す
。
（
有
司
が
）
祝
（
の
た
め
）
に
筵
を
し
い
て
南
面
と
す
る
。
主
人
は
（
酒

を
）
酌
ん
で
祝
に
献
ず
る
。
祝
は
さ
か
ず
き
を
受
け
て
（
酒
を
）
飲
み
ほ
す
。

主
人
は
（
酒
を
）
酌
ん
で
佐
食
に
献
ず
る
。
佐
食
は
さ
か
ず
き
を
受
け
て
（
酒

を
）
飲
み
ほ
す
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
主
人
の
行
う
献
杯
で
あ
る
。
特

牲
饋
食
礼
は
ま
た
、
「
主
婦
は
、
爵
（
さ
か
ず
き
）
を
洗
っ
て
尸
に
献
じ
、
尸

は
爵
（
の
酒
）
を
飲
み
ほ
す
。
尸
は
主
婦
に
酢
い
、
主
婦
は
爵
（
の
酒
）
を
飲

み
ほ
す
。
主
婦
は
（
酒
を
）
酌
ん
で
祝
に
献
じ
、
祝
は
爵
（
の
酒
）
を
飲
み
ほ

す
。
（
主
婦
は
ま
た
酒
を
）
酌
ん
で
佐
食
に
献
じ
、
佐
食
は
爵
（
の
酒
）
を
飲

み
ほ
す
」
と
言
う
が
、
こ
れ
が
主
婦
の
行
う
献
杯
で
あ
る
。
（
そ
の
後
に
）
賓

が
、
三
献
を
行
い
、
尸
に
献
じ
て
、
尸
は
（
こ
の
）
三
（
献
の
）
爵
を
と
ど
め

置
く
。
そ
の
注
で
は
、「
尸
が
（
賓
か
ら
の
三
献
の
）
爵
を
と
ど
め
置
く
の
は
、

（
主
人
、
主
婦
、
賓
の
）
三
献
の
礼
が
終
わ
り
、
神
の
恵
み
が
室
中
（
の
人
々
）

に
均
し
く
行
き
渡
る
こ
と
を
望
む
か
ら
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
（
こ
の
よ

う
に
特
牲
饋
食
礼
の
場
合
は
三
献
の
礼
の
後
に
も
飲
酒
の
儀
節
が
続
く
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
）
「
虞
に
爵
を
致
さ
ず
」
と
言
う
の
は
、
思
う
に
士

虞
礼
で
は
、
賓
が
尸
に
三
献
を
行
い
、
尸
が
爵
（
の
酒
）
を
飲
み
ほ
す
礼
が
終

わ
る
と
、
（
特
牲
饋
食
礼
に
あ
る
よ
う
な
主
人
と
主
婦
が
）
爵
を
や
り
取
り
す

る
（
「
爵
を
致
す
」
）
以
後
の
儀
節
は
行
な
い
。
こ
れ
が
所
謂
る
「
虞
に
爵
を

致
さ
ず
」
で
あ
る
。
思
う
に
特
牲
礼
は
ま
た
「
尸
が
爵
を
と
ど
め
置
い
た
後
、

戸
内
に
（
主
人
が
主
婦
か
ら
の
爵
を
受
け
る
）
席
を
敷
く
。
主
婦
は
爵
を
洗
い
、

（
酒
を
）
酌
ん
で
爵
を
主
人
に
す
す
め
る
。
主
人
は
拝
し
て
爵
を
受
け
、
主
婦

は
拝
し
て
爵
を
送
る
。
主
人
は
爵
（
の
酒
）
を
飲
み
ほ
し
て
拝
す
る
。
主
婦
は

荅
拝
し
て
、
爵
を
受
け
て
（
酒
を
）
酌
ん
で
返
杯
し
、
左
（
手
）
に
爵
を
取
っ

て
拝
す
る
。
主
人
は
荅
拝
す
る
。
（
次
に
）
主
人
は
（
階
よ
り
）
降
り
て
（
爵

を
）
洗
い
、
（
酒
を
）
酌
ん
で
爵
を
主
婦
に
す
す
め
る
。
（
そ
の
際
に
）
房
中

に
（
主
婦
が
主
人
か
ら
の
爵
を
受
け
る
）
席
を
敷
い
て
南
面
と
す
る
。
主
婦
は

拝
し
て
爵
を
受
け
る
。
主
人
は
西
面
し
て
荅
拝
す
る
。
主
婦
は
爵
（
の
酒
）
を

飲
み
ほ
し
て
拝
し
、
主
人
は
荅
拝
す
る
。
主
人
は
爵
を
更
め
て
（
自
ら
酒
を
酌

ん
で
）
返
杯
し
、
爵
（
の
酒
）
を
飲
み
ほ
し
て
拝
し
、
主
婦
は
荅
拝
す
る
」
と

言
う
の
が
、
所
謂
る
「
爵
を
致
す
」
で
あ
る
。
（
特
牲
饋
食
礼
は
引
き
続
き
）

三
献
を
行
っ
た
賓
が
、
尸
の
と
ど
め
置
い
た
爵
を
挙
げ
る
（
こ
と
を
尸
に
求

め
）
、
尸
は
飲
ん
で
爵
（
の
酒
）
を
飲
み
ほ
し
て
、
賓
に
返
杯
す
る
。
賓
は
飲

ん
で
爵
（
の
酒
）
を
飲
み
ほ
し
て
、
（
次
に
）
祝
及
び
佐
食
に
献
じ
、
（
次
に
）
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爵
を
主
人
主
婦
に
送
り
、（
以
上
で
一
時
中
断
さ
れ
て
い
た
賓
の
三
献
の
礼
が
）

終
わ
る
。
主
人
は
阼
階
を
降
り
（
爵
を
洗
っ
て
）
、
（
阼
階
を
）
升
り
（
酒
を
）

酌
ん
で
、
西
階
上
で
賓
と
衆
賓
と
に
献
じ
、
（
賓
と
衆
賓
と
に
献
ず
る
礼
が
）

終
わ
る
。
主
人
は
觶
（
さ
か
ず
き
）
を
洗
っ
て
、
西
階
の
前
で
、
北
面
し
て
賓

に
（
返
杯
の
）
酬
を
し
、
（
賓
に
酬
す
る
礼
が
）
終
わ
る
。
主
人
は
爵
を
洗
っ

て
、
阼
階
の
上
で
、
長
兄
弟
と
衆
兄
弟
に
献
じ
。
さ
ら
に
内
兄
弟
に
、
房
中
で

献
じ
、
（
長
兄
弟
、
衆
兄
弟
、
内
兄
弟
に
献
ず
る
礼
が
）
終
わ
る
。
賓
は
そ
こ

で
坐
し
て
、
（
先
に
）
主
人
が
（
返
杯
の
）
酬
で
用
い
た
（
ま
だ
飲
み
ほ
し
て

い
な
い
）
觶
を
取
り
、
阼
階
の
前
で
、
長
兄
弟
に
（
返
杯
の
）
酬
を
す
る
。
長

兄
弟
は
、
そ
の
觶
を
受
け
、
西
階
の
前
で
、
衆
賓
に
（
返
杯
の
）
酬
を
し
、
衆

賓
た
ち
が
、
衆
兄
弟
た
ち
に
（
つ
ぎ
つ
ぎ
と
返
杯
の
）
酬
を
し
て
い
く
」
と
い

う
の
が
、
所
謂
る
「
旅
酬
」
で
あ
る
。
「
小
祥
に
旅
酬
せ
ず
」
と
言
う
の
は
、

賓
が
、
（
先
に
）
主
人
が
（
返
杯
の
）
酬
で
用
い
た
觶
を
挙
げ
な
い
で
、
旅
酬

の
事
を
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
所
謂
る
「
小
祥
に
旅
酬
せ
ず
」
で

あ
る
。
主
人
が
賓
に
（
返
杯
の
）
酬
を
す
る
が
、
賓
が
（
そ
の
杯
を
）
挙
げ
な

い
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
だ
。
旅
酬
の
後
、
賓
の
弟
子
（
は
西
方
の
酒
樽
）
、

兄
弟
の
弟
子
（
は
東
方
の
酒
樽
と
）
、
各
々
の
酒
樽
か
ら
（
酒
を
）
酌
み
、
各

々
そ
の
長
に
觶
を
挙
げ
て
、
（
次
に
）
賓
は
觶
を
取
り
、
兄
弟
の
党
に
（
返
杯

の
）
酬
を
し
、
長
兄
弟
は
觶
を
取
り
、
賓
の
党
に
（
返
杯
の
）
酬
を
（
し
て
以

下
、
賓
の
党
、
兄
弟
の
党
の
杯
が
同
時
に
差
し
交
さ
れ
て
、
そ
の
数
に
限
り
な

く
酬
を
）
す
る
の
が
、
所
謂
る
「
無
筭
爵
」
で
あ
る
。
「
大
祥
は
無
筭
爵
無
き

は
彌
い
よ
吉
な
れ
ば
な
り
」
と
言
う
の
は
、
大
祥
で
は
よ
う
や
く
旅
酬
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
こ
の
無
筭
爵
の
事
を
行
う
こ
と
は
で
き

ず
、
そ
れ
故
に
「
大
祥
は
無
筭
爵
無
し
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
（
小
祥
か
ら
大

祥
へ
と
）
し
だ
い
に
礼
を
完
備
し
て
い
く
の
で
、
「
彌
い
よ
吉
な
り
」
と
言
う

の
で
は
あ
る
が
、
（
大
祥
は
）
な
お
ま
だ
完
全
な
吉
祭
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

【
経
】
（
十
一
葉
裏
六
行
）

昔
者
魯
昭
公
練
、
而
舉
酬
行
旅
、
非
禮
也
。
孝
公
大
祥
、
奠
酬
弗
舉
、
亦
非
禮

也
。

［
書
き
下
し
文
］

昔
者
魯
の
昭
公
練
し
て
、
酬
を
挙
げ
旅
を
行
ふ
は
、
礼
に
非
ざ
る
な
り
。
孝
公

大
祥
に
し
て
、
酬
を
奠
き
て
挙
げ
ざ
る
も
、
亦
た
礼
に
非
ざ
る
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

昔
、
魯
の
昭
公
が
練
祭
を
し
て
、
酬
（
の
杯
）
を
挙
げ
（
さ
せ
）
旅
酬
を
行
っ

た
の
は
、
礼
に
外
れ
て
い
る
。
（
逆
に
）
孝
公
が
大
祥
の
時
に
、
酬
（
の
杯
）

を
置
い
て
挙
げ
（
ず
、
旅
酬
の
礼
を
行
わ
）
な
か
っ
た
の
も
、
ま
た
礼
に
外
れ

て
い
る
。

【
注
】
（
十
一
葉
裏
七
行
）

孝
公
、
隱
公
之
祖
父
。

［
書
き
下
し
文
］

孝
公
は
、
隠
公
の
祖
父
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

孝
公
は
、
隠
公
の
祖
父
で
あ
る
。

【
疏
】
（
十
二
葉
裏
四
行
）
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○
昔
者
魯
昭
公
練
而
舉
酬
行
旅
非
禮
也
者
、
練
祭
但
得
致
爵
於
賓
、
賓
不
合
舉

此
爵
而
行
旅
酬
。
今
昭
公
行
之
、
故
曰
非
禮
也
。
大
祥
彌
吉
、
得
行
旅
酬
。
今

孝
公
不
然
、
亦
曰
非
禮
。

［
書
き
下
し
文
］

○
「
昔
者
魯
の
昭
公
練
し
て
、
酬
を
挙
げ
旅
を
行
ふ
は
、
礼
に
非
ざ
る
な
り
」

と
は
、
練
祭
は
但
だ
得
て
爵
を
賓
に
致
す
の
み
に
し
て
、
賓
合
（
ま
さ
）
に
此

の
爵
を
挙
げ
て
旅
酬
を
行
ふ
べ
か
ら
ず
。
今
昭
公
之
を
行
ふ
、
故
に
「
礼
に
非

ず
」
と
曰
ふ
な
り
。
大
祥
は
彌
い
よ
吉
に
し
て
、
旅
酬
を
行
ふ
を
得
た
り
。
今

孝
公
は
然
ら
ず
、
「
亦
た
礼
に
非
ず
」
と
曰
ふ
。

［
現
代
語
訳
］

○
「
昔
者
魯
の
昭
公
練
し
て
、
酬
を
挙
げ
旅
を
行
ふ
は
、
礼
に
非
ざ
る
な
り
」

と
は
、
練
祭
で
は
た
だ
爵
を
賓
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
賓
は
こ
の
爵

を
挙
げ
て
旅
酬
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
の
に
、
今
昭
公
は
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
、

だ
か
ら
「
礼
に
非
ず
」
と
言
う
の
だ
。
大
祥
は
よ
り
吉
に
近
づ
く
の
で
、
旅
酬

を
行
な
っ
て
よ
い
の
だ
が
、
今
孝
公
は
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
か
ら
、
「
亦
た

礼
に
非
ず
」
と
言
う
の
だ
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
十
二
葉
裏
六
行
）

○
正
義
曰
、
按
世
本
、
孝
公
生
惠
公
弗
皇
、
弗
皇
生
隱
公
、
是
隱
公
之
祖
父
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
按
ず
る
に
『
世
本
』
に
、
「
孝
公
は
恵
公
弗
皇
を
生
み
、
弗

皇
は
隠
公
を
生
む
」
と
、
是
れ
隠
公
の
祖
父
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
思
う
に
『
世
本
』
で
は
、
「
孝
公
は
恵
公
弗
皇
を
生
み
、
弗

皇
は
隠
公
を
生
む
」
と
あ
る
、
こ
れ
が
（
孝
公
が
）
隠
公
の
祖
父
で
あ
る
（
と

い
う
こ
と
だ
）
。

【
経
】
（
十
二
葉
裏
六
行
）

○
曾
子
問
曰
、
大
功
之
喪
、
可
以
與
於
饋
奠
之
事
乎
。

［
書
き
下
し
文
］

○
曾
子
問
ひ
て
曰
く
、
大
功
の
喪
、
以
て
饋
奠
の
事
に
与
る
べ
き
か
①
。

①
『
儀
礼
』
士
喪
礼
（
既
夕
礼
）
で
「
饋
」
字
が
用
い
ら
れ
る
の
は
記41-7b

で
下
室
の
饌
に
つ
い
て
記
す
部
分
で
「
燕
養
、
饋
羞
、
湯
沐
之
饌
、
如

他
日
。
（
注

7b8

：
燕
養
、
平
常
所
用
供
養
也
。
饋
、
朝
夕
食
也
。
羞
、

四
時
之
珍
異
。
湯
沐
、
所
以
洗
去
汙
垢
。
）
朔
月
若
薦
新
、
則
不
饋
于
下

室
。
（
注8a6

：
以
其
殷
奠
有
黍
稷
也
。
下
室
、
如
今
之
内
堂
、
正
寢
聽

朝
事
。
）
」
と
見
え
る
の
み
で
、
こ
の
饌
に
つ
い
て
敖
継
公13-48a

は
『
礼

記
』
雑
記
下42-6b

「
在
堊
室
之
中
、
非
時
見
乎
母
也
、
不
入
門
」
を
根

拠
に
「
此
饌
蓋
使
人
爲
之
、
孝
子
不
親
視
之
也
」
と
喪
主
自
ら
は
こ
れ

に
直
接
関
与
し
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
「
饋
奠
」
と
言
う
の
も
こ

の
下
室
の
饌
を
意
識
し
て
の
こ
と
か
。
な
お
「
饋
奠
」
の
語
は
曾
子
問

篇
以
外
で
は
『
礼
記
』
仲
尼
燕
居50-17a

に
「
郊
社
之
義
（
『
孔
子
家
語
』

論
禮
は
「
禮
」
に
作
る
）
」
、「
嘗
禘
之
禮
」
、「
射
郷
之
禮
」
、「
食
饗
之
禮
」

と
並
列
す
る
形
で
「
饋
奠
之
禮
」
と
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

［
現
代
語
訳
］

○
曾
子
が
質
問
し
て
言
う
、
「
大
功
の
喪
（
に
服
す
る
者
）
は
、
（
他
人
の
）
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饋
奠
の
事
に
与
っ
て
よ
い
か
」
と
。

【
注
】
（
十
二
葉
裏
七
行
）

饋
奠
、
在
殯
時
也
。

［
書
き
下
し
文
］

饋
奠
は
、
殯
時
に
在
る
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

饋
奠
は
、
殯
の
時
に
お
け
る
儀
節
で
あ
る
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
十
三
葉
裏
八
行
）

○
正
義
曰
、
以
其
稱
奠
、
又
下
云
天
子
諸
侯
之
喪
祭
也
、
喪
祭
謂
虞
卒
哭
、
故

知
此
饋
奠
謂
在
殯
時
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
其
の
奠
と
称
し
、
又
た
下13a7
に
「
天
子
諸
侯
の
喪
祭
や
」

と
云
ひ
、「
喪
祭
」
は
虞
し
て
卒
哭
す
る
を
謂
ふ
を
以
て
①
、
故
に
此
の
饋
奠
、

殯
時
に
在
る
を
謂
ふ
を
知
る
な
り
。

①
下
文13a5

の
鄭
注
「
祭
謂
虞
卒
哭
時
」
参
照
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
（
「
饋
奠
」
に
つ
い
て
）
こ
こ
で
「
奠
」
と
称
し
て
お
り
、

又
た
下
文
で
（
「
奠
」
よ
り
後
の
こ
と
を
議
論
す
る
部
分
で
）
「
天
子
諸
侯
の

喪
祭
や
」
と
言
い
、
（
そ
こ
に
見
え
る
）
「
喪
祭
」
は
虞
し
て
卒
哭
す
る
（
時
）

の
（
祭
り
）
を
言
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
饋
奠
」
が
、
殯
の
時
に
お
け
る

（
儀
節
で
あ
る
）
と
言
え
る
の
が
わ
か
る
の
だ
。

【
経
】
（
十
二
葉
裏
八
行
）

孔
子
曰
、
豈
大
功
耳
、
自
斬
衰
以
下
皆
可
、
禮
也
。
曾
子
曰
、
不
以
輕
服
而
重

相
爲
乎
。

［
書
き
下
し
文
］

孔
子
曰
く
、
「
豈
に
大
功
の
み
な
ら
ん
や
、
斬
衰
自
り
以
下
皆
な
可
な
る
は
、

礼
な
り
」
と
。
曾
子
曰
く
、
「
以
て
服
を
軽
し
と
し
て
相
ひ
為
に
す
る
を
重
し

と
せ
ざ
ら
ん
か
」
と
。

［
現
代
語
訳
］

孔
子
は
言
う
、
「
ど
う
し
て
大
功
に
つ
い
て
だ
け
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
、
斬

衰
よ
り
以
下
い
ず
れ
も
そ
う
し
て
よ
い
の
が
、
礼
だ
。
」
曾
子
は
言
う
、
「
（
そ

れ
で
は
、
自
分
の
）
服
す
る
喪
を
軽
視
し
て
人
の
た
め
に
す
る
の
を
重
視
す
る

こ
と
に
な
り
は
し
ま
せ
ん
か
。
」

【
注
】
（
十
二
葉
裏
九
行
）

怪
以
重
服
而
爲
人
執
事
。

［
書
き
下
し
文
］

重
服
を
以
て
人
の
為
に
事
を
執
る
を
怪
む
。

［
現
代
語
訳
］

（
自
分
が
）
重
い
喪
に
服
し
て
い
る
の
に
、
他
人
の
為
に
こ
と
を
行
う
の
を
（
曾

子
は
）
怪
し
ん
だ
の
だ
。

【
疏
】
（
十
三
葉
裏
一
行
）
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○
正
義
曰
、
此
一
節
論
爲
死
者
服
、
還
得
爲
死
者
饋
奠
之
事
。
曾
子
之
意
云
、

己
有
大
功
之
喪
、
可
以
與
於
他
人
饋
奠
之
事
乎
。
孔
子
不
解
曾
子
問
旨
、
謂
言

曾
子
所
問
、
己
有
大
功
之
喪
、
得
爲
大
功
者
饋
奠
以
否
、
故
荅
云
豈
大
功
乎
。

言
己
有
大
功
、
豈
但
爲
大
功
者
饋
奠
。
自
斬
衰
以
下
皆
可
、
禮
也
。
言
身
有
斬

衰
、
所
爲
者
斬
衰
。
身
有
齊
衰
、
所
爲
者
齊
衰
、
皆
可
與
於
饋
奠
、
故
云
禮
也
。

○
曾
子
曰
不
以
輕
服
而
重
相
爲
乎
。
孔
子
所
論
、
據
所
服
者
言
之
。
曾
子
又
不

解
孔
子
之
旨
、
謂
言
爲
他
人
、
故
更
問
云
、
若
爲
他
人
、
不
以
輕
己
喪
服
、
而

重
他
人
相
爲
饋
奠
乎
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
此
の
一
節
、
死
者
の
為
に
服
し
、
還
（
ま
）
た
死
者
の
為
に

饋
奠
す
る
を
得
る
の
事
を
論
ず
。
曾
子
の
意
に
云
ふ
、
「
己
に
大
功
の
喪
有
り

て
、
以
て
他
人
の
饋
奠
の
事
に
与
る
べ
き
か
」
と
。
孔
子
、
曾
子
の
問
旨
を
解

せ
ず
し
て
、
曾
子
の
問
ふ
所
、
己
に
大
功
の
喪
有
れ
ば
、
大
功
者
の
饋
奠
を
為

す
を
得
る
や
以
否
（
い
な
）
や
か
と
謂
言
（
お
も
）
ふ
①
、
故
に
荅
へ
て
「
豈

に
大
功
の
み
な
ら
ん
や
」
と
云
ふ
。
己
に
大
功
有
れ
ば
、
豈
に
但
に
大
功
者
の

饋
奠
を
為
す
の
み
な
ら
ん
や
と
言
ふ
。
「
斬
衰
自
り
以
下
皆
な
可
な
る
は
、
礼

な
り
」
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
身
に
斬
衰
有
れ
ば
、
為
す
所
の
者
は
斬
衰
。
身

に
斉
衰
有
れ
ば
、
為
す
所
の
者
は
斉
衰
、
皆
な
饋
奠
に
与
る
べ
し
、
故
に
「
礼

な
り
」
と
云
ふ
。
○
「
曾
子
曰
く
、
以
て
服
を
軽
し
と
し
て
相
ひ
為
に
す
る
を

重
し
と
せ
ざ
ら
ん
か
」
と
は
、
孔
子
の
論
ず
る
所
、
服
す
る
所
の
者
に
拠
り
て

之
を
言
ふ
。
曾
子
又
た
孔
子
の
旨
を
解
せ
ず
、
他
人
の
為
に
す
と
謂
言
（
お
も
）

ふ
、
故
に
更
に
問
ひ
て
云
ふ
、
若
し
他
人
の
為
な
ら
ば
、
以
て
己
が
喪
服
を
軽

し
と
し
て
、
他
人
の
相
ひ
為
に
饋
奠
す
る
を
重
し
と
せ
ざ
ら
ん
か
、
と
。

①
「
以
否
（
以
不
）
」
二
字
で
疑
問
の
語
気
を
示
す
。
ま
た
「
謂
言
」
は

「
以
爲
」
と
同
義
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
こ
の
一
節
は
、
死
者
の
た
め
に
喪
に
服
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

ま
た
死
者
の
た
め
に
饋
奠
す
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で

あ
る
。
曾
子
の
（
質
問
の
）
意
図
は
、
「
自
分
に
大
功
の
喪
が
有
る
場
合
に
、

他
人
の
饋
奠
の
事
に
参
与
で
き
る
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
と
こ
ろ
が
）

孔
子
は
、
曾
子
の
問
い
の
主
旨
を
理
解
せ
ず
、
曾
子
が
質
問
し
た
の
は
、
「
自

分
に
大
功
の
喪
が
有
る
場
合
に
、
大
功
の
喪
に
お
け
る
饋
奠
の
こ
と
を
行
い
得

る
か
否
か
」
で
あ
る
と
考
え
、
そ
こ
で
「
豈
に
大
功
の
み
な
ら
ん
や
」
と
答
え

た
の
だ
。（
こ
こ
で
は
）
自
分
に
大
功
の
喪
が
有
る
場
合
（
と
言
っ
て
い
る
が
）
、

ど
う
し
て
た
だ
大
功
の
喪
に
お
け
る
饋
奠
の
こ
と
を
行
え
る
だ
け
で
あ
ろ
う
か

（
否
、
大
功
の
喪
に
限
っ
て
の
話
で
は
な
い
）
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
「
斬
衰

自
り
以
下
皆
な
可
な
る
は
、
礼
な
り
」
と
は
、
自
分
に
斬
衰
の
喪
が
有
る
場
合

に
は
、
斬
衰
の
こ
と
を
行
い
、
自
分
に
斉
衰
の
喪
が
有
る
場
合
に
は
、
斉
衰
の

こ
と
を
行
い
、
（
以
下
）
い
ず
れ
（
の
喪
の
場
合
で
）
も
（
そ
の
）
饋
奠
の
こ

と
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
「
礼
な

り
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
○
「
曾
子
曰
く
、
以
て
服
を
軽
し
と
し
て
相
ひ
為

に
す
る
を
重
し
と
せ
ざ
ら
ん
か
」
と
は
、
孔
子
が
論
じ
て
い
る
の
は
、
（
当
人

が
）
喪
に
服
し
て
い
る
対
象
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
と
こ
ろ
が
）

曾
子
は
さ
ら
に
ま
た
孔
子
の
趣
旨
を
解
さ
ず
に
、
他
人
の
た
め
に
行
う
も
の
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
で
さ
ら
に
質
問
し
て
、
「
も
し
他
人
の
た
め
（
に
饋
奠
の

事
を
行
う
）
な
ら
ば
、
自
分
の
服
す
る
喪
を
軽
視
し
て
、
他
人
の
饋
奠
の
事
を
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手
伝
う
の
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
」
と
言
っ
た
の
だ
。

【
経
】
（
十
二
葉
裏
十
行
）

孔
子
曰
、
非
此
之
謂
也
。

［
書
き
下
し
文
］

孔
子
曰
く
、
此
の
謂
ひ
に
非
ざ
る
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

孔
子
は
言
う
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

【
注
】
（
十
二
葉
裏
十
行
）

非
謂
爲
人
、
謂
於
其
所
爲
服
也
。

［
書
き
下
し
文
］

人
の
為
に
す
る
を
謂
ふ
に
は
非
ず
、
其
の
為
に
服
す
る
所
を
謂
ふ
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

人
の
為
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
言
う
の
で
は
な
く
、
自
分
が
喪
に
服
す
る
対
象

に
つ
い
て
言
う
の
で
あ
る
。

【
疏
】
（
十
三
葉
裏
五
行
）

○
孔
子
曰
非
此
之
謂
也
。
孔
子
乃
荅
云
、
我
之
所
言
、
據
所
爲
服
者
饋
奠
、
非

此
爲
他
人
之
謂
也
。
故
注
云
、
非
謂
爲
人
、
謂
於
其
所
爲
服
也
。
以
下
乃
論
所

爲
饋
奠
之
事
也
。
天
子
諸
侯
之
喪
、
斬
衰
者
奠
。
大
夫
之
喪
、
齊
衰
者
奠
。
士

則
朋
友
奠
。
若
朋
友
不
足
、
則
取
於
大
功
以
下
小
功
緦
麻
者
奠
。
若
其
不
足
則

反
之
、
謂
奠
大
執
事
、
其
人
不
足
、
則
反
取
前
人
執
事
者
充
之
。

［
書
き
下
し
文
］

○
「
孔
子
曰
く
、
此
の
謂
ひ
に
非
ざ
る
な
り
」
と
は
、
孔
子
乃
ち
荅
へ
て
云
ふ
、

「
我
の
言
ふ
所
、
為
に
服
す
る
所
の
者
に
拠
り
て
饋
奠
す
、
此
れ
他
人
の
為
に

す
る
を
之
れ
謂
ふ
に
は
非
ざ
る
な
り
」
と
。
故
に
注
に
云
ふ
、
「
人
の
為
に
す

る
を
謂
ふ
に
は
非
ず
、
其
の
為
に
服
す
る
所
を
謂
ふ
な
り
」
と
。
以
下
乃
ち
為

に
す
る
所
の
饋
奠
の
事
を
論
ず
。
天
子
諸
侯
の
喪
、
斬
衰
す
る
者
奠
す
。
大
夫

の
喪
、
斉
衰
す
る
者
奠
す
。
士
は
則
ち
朋
友
奠
す
。
若
し
朋
友
足
ら
ざ
れ
ば
、

則
ち
大
功
以
下
、
小
功
緦
麻
の
者
よ
り
取
り
て
奠
す
。
若
し
其
れ
足
ら
ざ
れ
ば

則
ち
之
を
反
す
は
、
奠
は
大
い
に
事
を
執
る
、
其
の
人
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
反

て
前
人
の
事
を
執
る
者
を
取
り
て
之
に
充
（
あ
）
つ
る
を
謂
ふ
。

［
現
代
語
訳
］

○
「
孔
子
曰
く
、
此
の
謂
ひ
に
非
ざ
る
な
り
」
と
は
、
孔
子
が
そ
こ
で
荅
え
て
、

「
わ
た
し
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
（
自
分
が
）
喪
に
服
す
る
対
象
の
人
に
つ
い

て
饋
奠
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
他
人
の
為
に
（
饋
奠
を
）

行
う
こ
と
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
」
と
言
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
注
に
「
人
の
為

に
す
る
を
謂
ふ
に
は
非
ず
、
其
の
為
に
服
す
る
所
を
謂
ふ
な
り
」
と
言
う
の
だ
。

そ
こ
で
以
下
は
（
自
分
が
）
喪
に
服
す
る
対
象
の
饋
奠
の
事
に
つ
い
て
論
ず
る

こ
と
に
な
る
。
天
子
諸
侯
の
喪
で
は
、
斬
衰
す
る
者
が
奠
を
行
う
。
大
夫
の
喪

で
は
、
斉
衰
す
る
者
が
奠
を
行
う
。
士
（
の
喪
）
で
は
朋
友
（
＝
僚
属
）
が
奠

を
行
う
。
も
し
（
月
朔
の
奠
を
行
う
の
に
）
朋
友
が
足
り
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

大
功
（
を
含
め
て
大
功
）
よ
り
以
下
、
小
功
緦
麻
の
者
か
ら
（
人
を
）
取
っ
て

奠
を
行
な
う
。
そ
れ
で
も
も
し
足
り
な
け
れ
ば
「
則
ち
之
を
反
す
」
と
い
う
の

は
、
（
月
朔
の
）
奠
は
執
り
行
う
こ
と
が
多
く
、
人
が
足
り
な
け
れ
ば
、
先
に
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事
を
執
り
行
っ
た
者
を
（
ふ
た
た
び
）
取
っ
て
充
足
さ
せ
る
こ
と
を
言
っ
た
も

の
だ
。

【
経
】
（
十
三
葉
表
一
行
）

天
子
諸
侯
之
喪
、
斬
衰
者
奠
。

［
書
き
下
し
文
］

天
子
諸
侯
の
喪
、
斬
衰
す
る
者
奠
す
。

［
現
代
語
訳
］

天
子
や
諸
侯
の
喪
で
は
、
（
喪
主
以
外
の
）
斬
衰
す
る
者
（
す
な
わ
ち
臣
下
た

ち
）
が
奠
を
行
う
。

【
注
】
（
十
三
葉
表
一
行
）

爲
君
服
者
、
皆
斬
衰
。
唯
主
人
不
奠
。

［
書
き
下
し
文
］

君
の
為
に
服
す
る
者
、
皆
な
斬
衰
す
①
。
唯
だ
主
人
の
み
奠
せ
ず
。

①
『
儀
礼
』
喪
服
（
斬
衰
三
年
）
で
は
、
天
子
の
為
に
諸
侯
が
、
天
子

を
含
む
君
の
為
に
臣
下
が
斬
衰
に
服
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同

29-1a

「
諸
侯
爲
天
子
。
」1b

「
君
。
」
注

1b4

「
天
子
諸
侯
及
卿
大
夫
有

地
者
、
皆
曰
君
。
」
参
照
。

［
現
代
語
訳
］

君
の
為
に
喪
に
服
す
る
者
は
、
皆
な
斬
衰
（
の
喪
に
服
）
す
る
。
（
彼
ら
が
奠

を
行
う
の
で
あ
り
）
た
だ
喪
主
だ
け
は
奠
を
行
わ
な
い
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
十
三
葉
裏
九
行
）

○
正
義
曰
、
知
主
人
不
奠
者
、
按
士
喪
禮
、
主
人
不
親
奠
。
又
此
文
云
、
士
則

朋
友
奠
、
故
知
主
人
不
親
奠
也
。
主
人
必
不
親
奠
者
、
以
主
人
悲
號
思
慕
、
不

暇
執
事
故
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
主
人
の
奠
せ
ざ
る
を
知
れ
る
は
、
按
ず
る
に
士
喪
礼
に
、
主

人
親
ら
奠
せ
ず
と
①
。
又
た
此
の
文
に
云
ふ
、
「
士
は
則
ち
朋
友
奠
す
」
と
、

故
に
主
人
親
ら
奠
せ
ざ
る
を
知
る
な
り
。
主
人
必
ず
親
ら
奠
せ
ざ
る
は
、
主
人

悲
号
思
慕
し
、
執
事
に
暇
あ
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。

①
こ
の
一
文
は
『
儀
礼
』
士
喪
礼
に
は
見
え
な
い
。
そ
の
小
斂
の
奠
に

つ
い
て
の
鄭
注36-15a1

「
祝
與
執
事
爲
之
」
参
照
。
以
下
、
大
斂
奠
、

朝
夕
奠
、
朔
月
奠
と
も
に
主
人
は
奠
に
直
接
に
は
与
ら
な
い
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
喪
主
が
（
自
ら
）
奠
を
行
わ
な
い
と
わ
か
る
の
は
、
思
う
に

士
喪
礼
に
、
喪
主
は
自
ら
奠
を
行
わ
な
い
と
あ
り
、
ま
た
こ
の
文
で
「
士
は
則

ち
朋
友
奠
す
」
と
言
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
喪
主
が
自
ら
奠
を
行
わ
な
い
こ
と

が
わ
か
る
の
だ
。
喪
主
が
必
ず
自
ら
奠
を
行
わ
な
い
の
は
、
喪
主
は
悲
し
み
叫

ん
で
（
親
を
）
思
慕
し
、
（
奠
の
）
事
を
行
う
だ
け
の
余
裕
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。

【
経
】
（
十
三
葉
表
二
行
）

大
夫
齊
衰
者
奠
。

［
書
き
下
し
文
］
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大
夫
は
斉
衰
す
る
者
奠
す
。

［
現
代
語
訳
］

大
夫
（
の
喪
で
）
は
（
死
者
の
兄
弟
の
）
斉
衰
す
る
者
が
奠
を
行
う
。

【
注
】
（
十
三
葉
表
二
行
）

服
斬
衰
者
不
奠
、
辟
正
君
也
。
齊
衰
者
、
其
兄
弟
。

［
書
き
下
し
文
］

斬
衰
に
服
す
る
者
奠
せ
ざ
る
は
、
正
君
を
辟
く
れ
ば
な
り
。
斉
衰
す
る
者
は
、

其
の
兄
弟
な
り
①
。

①
『
儀
礼
』
喪
服
（
斉
衰
不
杖
期
）
に
は
「
祖
父
母
」
（30-8b

）
、
「
世

父
母
、
叔
父
母
」
（8b

）
、
「
昆
弟
」
（11a

）
等
が
記
さ
れ
る
か
ら
、
「
斉

衰
す
る
者
は
、
其
の
兄
弟
」
に
は
限
ら
ず
、
孫
、
甥
等
も
含
ま
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
の
饋
奠
に
与
る
者
に
つ
い
て
の
み
言
っ

た
も
の
か
。

［
現
代
語
訳
］

（
大
夫
の
臣
下
で
）
斬
衰
に
服
す
る
者
が
奠
を
行
わ
な
い
の
は
、
（
大
夫
の
君

主
で
あ
る
）
正
君
（
と
同
じ
形
に
な
る
の
）
を
避
け
る
か
ら
で
あ
る
。
斉
衰
す

る
者
と
は
、
死
者
の
兄
弟
で
あ
る
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
十
四
葉
表
一
行
）

○
正
義
曰
、
大
夫
之
喪
、
子
服
斬
衰
者
、
不
親
奠
。
此
服
斬
衰
、
謂
大
夫
家
臣
。

雖
服
斬
衰
、
不
得
饋
奠
、
辟
天
子
諸
侯
之
正
君
。
云
齊
衰
者
其
兄
弟
者
、
以
大

夫
之
喪
、
子
及
屬
臣
皆
服
斬
衰
、
今
服
齊
衰
、
唯
兄
弟
耳
、
故
云
其
兄
弟
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
大
夫
の
喪
、
子
の
斬
衰
に
服
す
る
者
、
親
ら
奠
せ
ず
。
此
の

斬
衰
に
服
す
る
は
、
大
夫
の
家
臣
を
謂
ふ
①
。
斬
衰
に
服
す
と
雖
も
、
饋
奠
す

る
を
得
ざ
る
は
、
天
子
諸
侯
の
正
君
を
辟
く
れ
ば
な
り
。
「
斉
衰
す
る
者
は
、

其
の
兄
弟
な
り
」
と
云
ふ
は
、
大
夫
の
喪
、
子
及
び
属
臣
皆
な
斬
衰
に
服
し
て
、

今
、
斉
衰
に
服
す
る
は
、
唯
だ
兄
弟
の
み
な
る
を
以
て
、
故
に
「
其
の
兄
弟
な

り
」
と
云
ふ
な
り
。

①
大
夫
の
家
臣
が
斬
衰
に
服
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
儀
礼
』
喪
服
（
斬

衰
三
年
）29-7b

「
公
士
大
夫
之
衆
臣
、
爲
其
君
布
帶
繩
屨
。
」
注8a

「
士
、

卿
士
也
。
公
卿
大
夫
、
厭
於
天
子
諸
侯
、
故
降
其
衆
臣
、
布
帶
繩
屨
。

貴
臣
得
伸
、
不
奪
其
正
。
」
参
照
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
大
夫
の
喪
で
は
、
（
死
者
の
）
子
で
斬
衰
に
服
す
る
者
は
、

自
ら
奠
を
行
わ
な
い
。
こ
こ
で
斬
衰
に
服
す
者
と
い
う
の
は
、
（
死
者
の
子
な

ど
を
含
ま
ず
）
大
夫
の
家
臣
に
つ
い
て
言
う
の
だ
。
（
大
夫
の
家
臣
が
）
斬
衰

に
服
し
な
が
ら
も
、
饋
奠
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
（
大
夫
の
主
君
で

あ
る
）
天
子
諸
侯
の
正
君
（
と
同
じ
形
に
な
る
の
）
を
避
け
る
か
ら
で
あ
る
。

「
斉
衰
す
る
者
は
、
其
の
兄
弟
な
り
」
と
言
う
の
は
、
大
夫
の
喪
で
は
、
（
死

者
の
）
子
と
そ
の
属
臣
は
皆
な
斬
衰
に
服
し
て
、
斉
衰
に
服
す
る
の
は
、
た
だ

兄
弟
だ
け
な
の
で
、
そ
こ
で
「
其
の
兄
弟
な
り
」
と
言
う
の
だ
。

【
経
】
（
十
三
葉
表
二
行
）

士
則
朋
友
奠
。
不
足
則
取
於
大
功
以
下
者
。
不
足
則
反
之
。
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［
書
き
下
し
文
］

士
は
則
ち
朋
友
奠
す
。
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
大
功
以
下
の
者
よ
り
取
る
。
足
ら
ざ

れ
ば
則
ち
之
に
反
す
①
。

①
孫
希
旦
『
集
解
』
は
「
不
足
則
反
之
」
に
対
し
「
謂
殷
奠
時
需
人
多
、

取
於
大
功
以
下
猶
不
足
、
則
使
執
事
者
往
而
復
反
也
。
公
食
大
夫
礼

25-12b

「
士
羞
庶
羞
」13a

「
先
者
反
之
」
。
凡
喪
禮
、
主
人
皆
不
親
奠
」

と
注
す
る
。
こ
こ
で
引
か
れ
る
『
儀
礼
』
公
食
大
夫
礼

25-13a

「
先
者

反
之
」
の
鄭
注13a4
は
「
庶
羞
多
、
羞
人
不
足
、
則
相
授
於
階
上
、
復

出
取
也
」
と
説
明
す
る
。

［
現
代
語
訳
］

士
の
場
合
は
朋
友
（
＝
僚
属
）
が
奠
を
行
う
。
（
供
え
物
の
多
い
月
朔
の
奠
で

人
が
）
足
り
な
け
れ
ば
、
大
功
以
下
の
者
か
ら
（
人
を
）
取
る
。（
そ
れ
で
も
）

足
り
な
け
れ
ば
（
先
に
従
事
し
た
人
を
）
繰
り
返
し
使
う
。

【
注
】
（
十
三
葉
表
四
行
）

服
齊
衰
者
不
奠
、
辟
大
夫
也
。
言
不
足
者
、
謂
殷
奠
時
。

［
書
き
下
し
文
］

斉
衰
に
服
す
る
者
奠
せ
ざ
る
は
、
大
夫
を
辟
く
れ
ば
な
り
。
「
足
ら
ず
」
と
言

ふ
は
、
殷
奠
の
時
を
謂
ふ
。

［
現
代
語
訳
］

斉
衰
に
服
す
る
者
が
奠
を
行
わ
な
い
の
は
、
大
夫
（
と
同
じ
形
に
な
る
の
）
を

避
け
る
か
ら
で
あ
る
。
「
足
ら
ず
」
と
言
う
の
は
、
殷
奠
（
供
え
物
の
多
い
月

朔
の
奠
）
の
時
の
こ
と
を
言
う
の
だ
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
十
四
葉
表
二
行
）

○
正
義
曰
、
殷
奠
、
謂
月
朔
之
奠
、
以
其
有
牲
牢
黍
稷
、
用
人
多
也
。
殷
、
盛

也
、
以
月
朔
之
奠
、
盛
於
常
奠
。
非
月
半
之
殷
奠
也
、
以
士
月
半
不
暇
殷
奠
故

也
。
以
次
差
之
、
天
子
斬
衰
者
奠
、
大
夫
用
齊
衰
、
士
則
應
先
取
大
功
、
今
先

取
朋
友
者
、
以
天
子
諸
侯
、
皆
使
臣
爲
奠
。
大
夫
辟
正
君
、
故
遣
兄
弟
奠
。
士

則
位
卑
、
不
嫌
敵
君
、
故
遣
僚
屬
奠
。
僚
屬
、
則
朋
友
也
。
按
士
虞
禮
、
祝
免
、

澡
葛
絰
帶
。
鄭
云
、
治
葛
以
爲
首
絰
及
帶
、
接
神
宜
變
也
。
然
則
士
之
屬
官
、

爲
其
長
弔
服
加
麻
矣
。
祝
則
僚
屬
也
、
加
麻
則
朋
友
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
殷
奠
は
、
月
朔
の
奠
を
謂
ふ
①
。
其
の
牲
牢
②
黍
稷
有
る
を

以
て
、
人
を
用
ふ
る
こ
と
多
し
。
殷
は
、
盛
な
り
。
月
朔
の
奠
、
常
奠
よ
り
盛

ん
な
る
を
以
て
な
り
。
月
半
の
殷
奠
に
非
ざ
る
は
、
士
月
半
に
殷
奠
す
る
に
暇

あ
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
③
。
次
を
以
て
之
を
差
し
、
天
子
は
斬
衰
す
る
者

奠
し
、
大
夫
は
斉
衰
を
用
ひ
、
士
は
則
ち
応
に
先
ず
大
功
よ
り
取
る
べ
き
に
、

今
先
ず
朋
友
よ
り
取
る
は
、
以
へ
ら
く
天
子
諸
侯
は
、
皆
な
臣
を
し
て
奠
を
為

さ
し
む
。
大
夫
は
正
君
を
辟
く
、
故
に
兄
弟
を
し
て
奠
せ
し
む
。
士
は
則
ち
位

卑
く
、
君
に
敵
す
る
に
嫌
せ
ず
、
故
に
僚
属
を
し
て
奠
せ
し
む
。
僚
属
は
、
則

ち
朋
友
な
り
④
。
按
ず
る
に
士
虞
礼
に
、「
祝
は
免
し
、
澡
葛
の
絰
帯
す
」
と
。

鄭
云
ふ
、
「
葛
を
治
め
て
以
て
首
絰
及
び
帯
と
為
す
。
神
に
接
す
る
に
は
宜
し

く
変
ず
べ
き
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
士
の
属
官
、
其
の
長
の
為
に
弔
服
し
て
麻
を

加
ふ
」
と
⑤
。
祝
は
則
ち
僚
属
な
り
、
麻
を
加
ふ
る
は
則
ち
朋
友
な
り
⑥
。

①
「
月
朔
の
奠
」
に
つ
い
て
は
『
儀
礼
』
士
喪
礼

37-14a

「
朔
月
奠
用
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特
豚
魚
腊
。
陳
三
鼎
如
初
。
東
方
之
饌
亦
如
之
。
無
籩
、
有
黍
稷
、
用

瓦
敦
、
有
蓋
、
當
籩
位
。
」
注14a5

「
朔
月
、
月
朔
日
也
。
自
大
夫
以
上
、

月
半
又
奠
。
如
初
者
、
謂
大
斂
時
。
」
参
照
。

②
『
詩
』
小
雅
・
瓠
葉
序
の
鄭
注

15.3-3a9

で
は
「
牲
牢
」
を
解
し
て

「
牛
羊
豕
爲
牲
、
繫
養
者
曰
牢
」
と
言
う
が
、
こ
こ
で
は
単
に
犠
牲
の

獣
畜
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
上
注
引
く
士
喪
礼
で
は
「
特
（
一
匹
の
）

豚
」
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

③
「
月
半
の
奠
」
に
つ
い
て
は
、
『
儀
礼
』
士
喪
礼37-15a

「
月
半
不
殷

奠
。
」
注15a5

「
殷
、
盛
也
。
士
月
半
不
復
如
朔
盛
奠
、
下
尊
者
。
」
参

照
。
な
お
、
「
殷
奠
」
の
語
は
、
士
喪
礼
の
こ
の
部
分
と
『
礼
記
』
喪
大

記45-13a/16b

の
み
に
見
え
、
喪
大
記
注13b1

に
は
「
殷
猶
大
也
。
朝

夕
小
奠
、
至
月
朔
則
大
奠
。
君
將
來
則
具
大
奠
之
禮
以
待
之
、
榮
君
之

來
也
」
と
あ
る
。

④
「
僚
属
」
は
属
官
、
属
吏
。
「
朋
友
」
で
僚
属
を
指
す
と
す
る
も
の
と

し
て
は
、
『
詩
』
大
雅
・
假
楽17.3-3a

「
燕
及
朋
友
」
伝3a8

「
朋
友
、

羣
臣
也
」
が
あ
る
。

⑤
『
儀
礼
』
士
虞
礼42-4a

「
主
人
及
兄
弟
如
葬
服
、
賓
執
事
者
如
弔
服
。

（
注4b1

：
賓
執
事
者
、
賓
客
來
執
事
也
。
）
…4b

祝
免
、
澡
葛
絰
帶
。
」

注4b9

「
祝
亦
執
事
。
免
者
、
祭
祝
之
禮
、
祝
所
親
也
。
澡
、
治
也
。
治

葛
以
爲
首
絰
及
帶
、
接
神
宜
變
也
。
然
則
士
之
屬
官
、
爲
其
長
弔
服
加

麻
矣
。
至
於
既
卒
哭
、
主
人
變
服
、
則
除
。
」
参
照
。

⑥
『
儀
礼
』
喪
服
（
記
）34-1b

「
朋
友
麻
。
」
注1b4

「
朋
友
雖
無
親
、

有
同
道
之
恩
、
相
爲
服
緦
之
絰
帶
。
檀
弓
（
上
）7-18a

曰
、
「
羣
居
則

絰
、
出
則
否
。
」
其
服
弔
服
也
」
参
照
。
士
虞
礼
で
僚
属
の
祝
が
麻
の
絰

・
帯
を
加
え
た
弔
服
を
着
る
こ
と
が
言
わ
れ
、
喪
服
で
朋
友
が
同
じ
く

麻
の
絰
・
帯
を
加
え
た
弔
服
を
着
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

僚
属
が
「
朋
友
」
と
言
わ
れ
得
る
こ
と
を
導
く
も
の
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
「
殷
奠
」
と
は
、
月
朔
（
月
初
め
）
の
奠
の
こ
と
を
言
う
。

そ
の
（
奠
で
は
）
犠
牲
の
獣
肉
や
黍
稷
の
穀
類
が
あ
っ
て
、
人
手
を
多
く
必
要

と
す
る
。
「
殷
」
は
、
「
盛
」
（
さ
か
ん
）
の
意
味
で
あ
り
、
月
朔
の
奠
は
、
平

常
の
（
朝
夕
の
）
奠
よ
り
盛
大
で
あ
る
か
ら
（
「
殷
奠
」
と
呼
ぶ
の
）
だ
。
こ

れ
が
月
半
（
月
の
半
ば
）
の
殷
奠
で
な
い
（
と
わ
か
る
）
の
は
、
士
は
月
半
の

殷
奠
を
行
う
だ
け
の
余
裕
が
な
い
（
の
で
月
半
の
奠
が
無
い
）
か
ら
で
あ
る
。

（
天
子
か
ら
身
分
の
）
次
第
に
し
た
が
っ
て
等
差
を
つ
け
、
天
子
で
は
斬
衰
す

る
者
が
奠
を
行
い
、
大
夫
で
は
斉
衰
す
る
者
を
用
い
て
い
る
の
で
、
士
は
大
功

の
者
か
ら
取
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
い
ま
先
ず
朋
友
（
＝
僚
属
）
か
ら
取
っ
て

い
る
の
は
、
思
う
に
、
天
子
諸
侯
は
、
み
な
臣
下
に
奠
を
行
わ
せ
（
る
の
に
対

し
）
、
大
夫
は
（
天
子
諸
侯
の
）
正
君
（
と
同
じ
に
な
る
の
）
を
避
け
て
、
（
臣

下
で
は
な
く
、
死
者
の
）
兄
弟
に
奠
を
行
わ
せ
て
い
る
が
、
士
は
位
が
低
く
て
、

君
主
と
相
い
並
ぶ
嫌
い
が
な
い
か
ら
、
（
天
子
諸
侯
と
同
じ
く
）
僚
属
に
奠
を

行
わ
せ
る
の
だ
。
僚
属
は
、
（
経
文
の
）
「
朋
友
」
の
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に

（
『
儀
礼
』
）
士
虞
礼
に
、
「
祝
は
免
を
付
け
て
、
葛
（
く
ず
ぬ
の
）
を
澡
（
あ

ら
）
っ
（
て
作
っ
）
た
首
絰
と
帯
と
を
つ
け
る
」
と
あ
り
、
鄭
玄
は
「
葛
（
く

ず
ぬ
の
）
を
洗
い
さ
ら
し
て
首
絰
と
帯
と
に
す
る
の
で
あ
る
。
神
に
接
す
る
に

は
（
通
常
と
は
）
変
ず
る
べ
き
だ
か
ら
（
冠
を
つ
け
な
い
の
）
で
あ
る
。
（
祝

が
）
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
士
の
（
他
の
）
属
官
も
、
そ
の
長
（
で
あ
る
士
）
の
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た
め
に
弔
服
し
て
麻
（
の
首
絰
と
帯
と
）
を
加
え
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
（
弔

服
で
麻
の
首
絰
と
帯
と
を
加
え
る
）
祝
は
僚
属
で
あ
り
、
（
弔
服
で
）
麻
（
の

首
絰
と
帯
と
）
を
加
え
る
の
は
朋
友
で
あ
る
（
か
ら
、
「
朋
友
」
で
僚
属
を
あ

ら
わ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
）
。

【
経
】
（
十
三
葉
表
四
行
）

曾
子
問
曰
、
小
功
可
以
與
於
祭
乎
。

［
書
き
下
し
文
］

曾
子
問
ひ
て
曰
く
、
「
小
功
以
て
祭
に
与
る
べ
き
か
」
と
。

［
現
代
語
訳
］

曾
子
は
質
問
し
て
言
う
、
「
（
自
分
が
）
小
功
の
（
喪
に
服
し
て
い
る
）
場
合

は
、
（
他
人
の
）
喪
祭
に
参
与
で
き
る
の
か
。
」

【
注
】
（
十
三
葉
表
五
行
）

祭
謂
虞
卒
哭
時
。

［
書
き
下
し
文
］

祭
は
虞
・
卒
哭
の
時
を
謂
ふ
。

［
現
代
語
訳
］

（
こ
こ
で
の
）
「
祭
」
は
虞
・
卒
哭
の
時
（
の
祭
り
）
を
言
う
。

【
疏
（
注
に
対
す
る
）
】
（
十
四
葉
表
六
行
）

○
正
義
曰
、
知
者
、
以
下
文
孔
子
荅
云
、
諸
侯
之
喪
祭
也
、
故
知
此
祭
謂
虞
卒

哭
時
也
。
知
非
練
祥
者
、
以
士
練
祥
之
祭
、
大
功
之
服
已
除
、
不
得
云
取
於
兄

弟
大
功
以
下
者
。
其
天
子
諸
侯
、
則
得
兼
練
祥
也
、
以
其
練
祥
時
、
猶
斬
衰
與

祭
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
知
れ
る
は
、
下
文
に
孔
子
荅
へ
て
、
「
諸
侯
の
喪
祭
や
」
と

云
ふ
を
以
て
、
故
に
此
の
祭
の
虞
・
卒
哭
の
時
を
謂
ふ
を
知
る
な
り
①
。
練
・

祥
に
非
ざ
る
を
知
れ
る
は
、
士
の
練
・
祥
の
祭
、
大
功
の
服
已
に
除
き
た
る
を

以
て
、
「
兄
弟
の
大
功
以
下
な
る
者
よ
り
取
る
」
と
云
ふ
を
得
ず
。
其
の
天
子

諸
侯
は
、
則
ち
練
・
祥
を
兼
ぬ
る
を
得
る
や
、
其
の
練
・
祥
の
時
、
猶
ほ
斬
衰

の
祭
に
与
る
を
以
て
な
り
②
。

①
虞
・
卒
哭
に
つ
い
て
は
『
儀
礼
』
既
夕
礼

40-5a

「
（
葬
後
）
猶
朝
夕

哭
、
不
奠
。
三
虞
（
注5a6

：
虞
、
喪
祭
名
）
、5b

卒
哭
（
注5b2

：
卒

哭
、
三
虞
之
後
祭
名
。
始
朝
夕
之
閒
哀
至
則
哭
、
至
此
祭
止
也
。
朝
夕

哭
而
已
）
、
明
日
以
其
班
祔
。
」
『
礼
記
』
檀
弓
下

9-17a

「
葬
日
虞
、
弗

忍
一
日
離
也
。
是
月
也
、
以
虞
易
奠
。
（
注

17a7

：
虞
、
喪
祭
也
。
）
卒

哭
曰
成
事
。
（
注

17a7

：
既
虞
之
後
、
卒
哭
而
祭
。
）17b

是
日
也
、
以

吉
祭
易
喪
祭
。
（
注17b9

：
卒
哭
、
吉
祭
。
）
明
日
祔
于
祖
父
。
變
而
之

吉
祭
也
。
」
参
照
。
こ
の
檀
弓
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
卒
哭
は
吉
祭
に
分
類

さ
れ
る
が
、
以
下
で
は
練
・
祥
も
含
め
て
喪
祭
と
し
て
議
論
を
し
て
い

る
。

②
こ
の
議
論
に
従
え
ば
大
夫
の
場
合
は
練
も
ま
た
こ
こ
で
の
「
祭
」
に

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
か
。
な
お
孫
希
旦
『
集
解
』
は
こ
こ
で
の
「
祭
」

を
虞
・
卒
哭
・
練
・
祥
で
あ
る
と
し
て
、
鄭
注
お
よ
び
孔
疏
を
非
と
し
、

「
大
功
以
下
、
但
據
其
本
服
言
之
、
初
不
嫌
已
除
服
而
與
於
喪
祭
也
。

礼記注疏訳注稿（十）―曾子問第七（四）―（末永）
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若
大
夫
士
之
練
祥
、
必
服
未
除
者
乃
得
與
祭
、
則
得
與
於
祭
者
甚
寡
、

必
不
足
以
執
事
矣
」
と
言
う
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、（
こ
こ
で
の
「
祭
」
が
虞
・
卒
哭
で
あ
る
と
）
わ
か
る
の
は
、

下
文
で
孔
子
が
荅
え
て
、「
諸
侯
の
喪
祭
や
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
祭
」

が
（
吉
祭
で
は
な
く
）
虞
・
卒
哭
の
時
（
の
祭
り
）
を
言
う
の
だ
と
わ
か
る
の

だ
。
（
こ
れ
が
）
練
・
祥
（
の
祭
り
）
で
な
い
と
わ
か
る
の
は
、
士
の
練
・
祥

の
祭
り
で
は
、
（
九
月
の
喪
に
服
す
る
）
大
功
の
服
喪
は
す
で
に
除
か
れ
て
い

る
の
で
、
（
下
文
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
祭
の
要
員
と
し
て
）
「
兄
弟
の
大
功

以
下
な
る
者
よ
り
取
る
」
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
天
子
諸
侯

に
つ
い
て
は
、（
こ
の
「
祭
」
に
）
練
・
祥
を
兼
ぬ
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

（
こ
れ
は
）
そ
の
練
・
祥
の
（
祭
の
）
時
も
、
（
下
文
で
祭
に
与
る
と
言
わ
れ

る
斬
衰
の
者
が
ま
だ
服
喪
中
で
）
な
お
斬
衰
で
祭
に
参
与
す
る
者
が
い
る
か
ら

で
あ
る
。

【
経
】
（
十
三
葉
表
五
行
）

孔
子
曰
、
何
必
小
功
耳
、
自
斬
衰
以
下
與
祭
、
禮
也
。
曾
子
曰
、
不
以
輕
喪
而

重
祭
乎
。

［
書
き
下
し
文
］

孔
子
曰
く
、
「
何
ぞ
必
ず
し
も
小
功
の
み
な
ら
ん
、
斬
衰
自
り
以
下
、
祭
り
に

与
る
は
、
礼
な
り
」
と
。
曾
子
曰
く
、
「
以
て
喪
を
軽
し
と
し
て
祭
り
を
重
し

と
せ
ざ
ら
ん
か
」
と
。

［
現
代
語
訳
］

孔
子
は
言
う
、
「
ど
う
し
て
小
功
の
場
合
だ
け
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
、
斬
衰

よ
り
以
下
、
（
い
ず
れ
も
）
祭
り
に
参
与
す
る
の
が
、
礼
で
あ
る
」
と
。
曾
子

は
言
う
、
「
（
そ
れ
で
は
）
喪
に
服
す
る
の
を
軽
視
し
て
祭
り
を
重
視
す
る
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
。

【
注
】
（
十
三
葉
表
七
行
）

怪
使
重
者
執
事
。

［
書
き
下
し
文
］

重
き
者
を
し
て
事
を
執
ら
し
む
る
を
怪
し
む
。

［
現
代
語
訳
］

（
曾
子
は
）
重
い
喪
に
服
す
る
者
に
事
を
行
わ
せ
る
の
を
怪
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

【
経
】
（
十
三
葉
表
七
行
）

孔
子
曰
、
天
子
諸
侯
之
喪
祭
也
、
不
斬
衰
者
不
與
祭
。
大
夫
齊
衰
者
與
祭
。
士

祭
不
足
則
取
於
兄
弟
大
功
以
下
者
。

［
書
き
下
し
文
］

孔
子
曰
く
、
「
天
子
諸
侯
の
喪
祭
や
、
斬
衰
せ
ざ
る
者
祭
に
与
ら
ず
。
大
夫
は

斉
衰
す
る
者
祭
に
与
る
。
士
祭
は
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
兄
弟
の
大
功
以
下
な
る
者

よ
り
取
る
」
と
①
。

①
孫
希
旦
『
集
解
』
は
「
孔
子
於
喪
奠
、
直
言
奠
、
於
喪
祭
言
與
祭
者
、

蓋
喪
奠
、
主
人
不
親
、
而
他
人
執
其
事
、
喪
祭
、
主
人
親
之
、
他
人
特

與
之
而
已
也
。
大
夫
臣
少
、
故
斬
衰
以
外
、
又
取
齊
衰
者
。
士
亦
齊
衰

者
與
祭
、
若
齊
衰
者
不
足
、
又
取
兄
弟
大
功
以
下
也
」
と
解
す
る
。
上
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文
で
「
不
足
則
取
於
大
功
以
下
者
」
と
「
兄
弟
」
二
字
が
無
い
の
に
対

し
、
こ
こ
で
「
兄
弟
」
二
字
を
加
え
る
理
由
は
不
明
だ
が
、
兄
弟
に
対

し
て
は
斉
衰
に
服
す
る
か
ら
、
こ
こ
で
「
兄
弟
大
功
以
下
」
と
言
わ
れ

る
「
兄
弟
」
は
広
く
従
父
兄
弟
（
大
功
）
、
従
祖
兄
弟
（
小
功
）
、
族
兄

弟
（
緦
麻
）
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

［
現
代
語
訳
］

孔
子
は
言
う
、
天
子
諸
侯
の
喪
祭
は
、
斬
衰
に
服
す
る
者
で
な
け
れ
ば
喪
祭
に

参
与
し
な
い
。
大
夫
は
（
斬
衰
に
服
す
る
者
に
加
え
て
）
斉
衰
に
服
す
る
者
も

喪
祭
に
参
与
す
る
。
士
の
喪
祭
は
（
斉
衰
に
服
す
る
者
ま
で
で
、
人
員
が
）
足

り
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
（
従
父
）
兄
弟
（
以
下
）
の
大
功
以
下
の
喪
に
服
す
る

者
か
ら
（
人
を
）
取
る
の
だ
。

【
経
】
（
十
三
葉
表
九
行
）

○
曾
子
問
曰
、
相
識
、
有
喪
服
、
可
以
與
於
祭
乎
。

［
書
き
下
し
文
］

○
曾
子
問
ひ
て
曰
く
、
「
相
ひ
識
る
は
、
喪
服
有
れ
ば
、
以
て
祭
り
に
与
る
べ

き
か
」
と
。

［
現
代
語
訳
］

○
曾
子
が
質
問
し
て
言
う
、「
互
い
に
見
知
っ
て
い
る
間
柄
の
者
に
対
し
て
は
、

自
分
が
喪
に
服
し
て
い
て
も
、（
そ
の
者
が
行
う
）
祭
り
に
参
与
で
き
る
の
か
」

と
。

【
注
】
（
十
三
葉
表
十
行
）

問
己
有
喪
服
、
可
以
助
所
識
者
祭
否
。

［
書
き
下
し
文
］

己
喪
服
有
れ
ば
、
以
て
識
る
所
の
者
の
祭
り
を
助
く
べ
き
か
否
か
を
問
ふ
。

［
現
代
語
訳
］

自
分
が
喪
に
服
し
て
い
る
場
合
に
、
知
り
合
い
の
者
の
祭
り
（
に
参
与
し
て
、

そ
れ
）
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

【
経
】
（
十
三
葉
裏
一
行
）

○
孔
子
曰
、
緦
不
祭
、
又
何
助
於
人
。

［
書
き
下
し
文
］

○
孔
子
曰
く
、
「
緦
に
は
祭
ら
ず
、
又
た
何
ぞ
人
を
助
け
ん
」
と
。

［
現
代
語
訳
］

○
孔
子
は
言
う
、
「
（
自
分
が
）
緦
の
喪
に
服
す
る
場
合
に
は
（
自
分
の
親
で

さ
え
）
祭
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
さ
ら
に
ま
た
人
（
の
祭
り
）
を

助
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
」
と
。

【
疏
】
（
十
四
葉
表
八
行
）

○
正
義
曰
、
此
一
節
論
身
有
喪
服
、
不
得
助
他
人
祭
事
。
○
緦
不
祭
又
何
助
於

人
者
、
言
身
有
緦
服
、
尚
不
得
自
祭
己
家
宗
廟
、
何
得
助
於
他
人
祭
乎
。
而
熊

氏
云
、
謂
身
有
緦
服
、
則
不
得
自
爲
父
母
虞
祔
卒
哭
祭
。
此
謂
同
宮
緦
、
則
士

爲
妾
有
子
、
及
大
夫
爲
貴
妾
、
是
同
宮
緦
者
。
若
大
夫
士
有
齊
衰
大
功
小
功
緦

麻
、
同
宮
則
亦
不
祭
。
若
異
宮
、
則
殯
後
得
祭
、
故
雜
記
云
、
父
母
之
喪
、
將

祭
而
兄
弟
死
、
既
殯
而
祭
。
若
同
宮
、
則
雖
臣
妾
、
葬
而
后
祭
、
虞
祔
亦
然
。

礼記注疏訳注稿（十）―曾子問第七（四）―（末永）



130

天
子
諸
侯
臣
妾
死
於
宮
中
、
雖
無
服
、
亦
不
得
爲
父
母
虞
祔
卒
哭
祭
也
。
天
子

諸
侯
適
子
死
、
斬
衰
既
練
乃
祭
。
天
子
諸
侯
爲
適
孫
適
婦
、
則
既
殯
乃
祭
、
以

異
宮
故
也
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
此
の
一
節
、
身
に
喪
服
有
れ
ば
、
他
人
の
祭
事
を
助
く
る
を

得
ざ
る
を
論
ず
。
○
「
緦
に
は
祭
ら
ず
、
又
た
何
ぞ
人
を
助
け
ん
」
と
は
、
言

ふ
こ
こ
ろ
は
身
に
緦
服
有
れ
ば
、
尚
ほ
自
ら
己
が
家
の
宗
廟
を
祭
る
を
得
ず
、

何
ぞ
得
て
他
人
の
祭
り
を
助
け
ん
や
。
而
し
て
熊
氏
云
ふ
①
、
「
身
に
緦
服
有

れ
ば
、
則
ち
自
ら
父
母
の
為
に
虞
、
祔
、
卒
哭
の
祭
り
す
る
を
得
ざ
る
を
謂
ふ
。

此
れ
同
宮
の
緦
を
謂
は
ば
、
則
ち
士
の
妾
の
子
有
る
も
の
の
為
に
し
、
及
び
大

夫
の
貴
妾
の
為
に
す
る
は
②
、
是
れ
同
宮
の
緦
す
る
者
な
り
。
大
夫
士
の
斉
衰

大
功
小
功
緦
麻
有
る
が
若
き
は
、
同
宮
な
れ
ば
則
ち
亦
た
祭
ら
ず
③
。
若
し
異

宮
な
れ
ば
、
則
ち
殯
後
に
祭
る
を
得
た
り
。
故
に
雑
記
に
云
ふ
、「
父
母
の
喪
、

将
に
祭
ら
ん
と
し
て
兄
弟
死
す
れ
ば
、
既
に
殯
し
て
祭
る
。
若
し
同
宮
な
れ
ば
、

則
ち
臣
妾
と
雖
も
、
葬
し
て
而
る
后
に
祭
る
。
虞
祔
も
亦
た
然
り
」
と
④
。
天

子
諸
侯
の
臣
妾
、
宮
中
に
死
す
れ
ば
、
服
無
し
と
雖
も
、
亦
た
父
母
の
為
に
虞
、

祔
、
卒
哭
の
祭
り
す
る
を
得
ず
⑤
。
天
子
諸
侯
の
適
子
死
す
れ
ば
、
斬
衰
な
れ

ば
既
に
練
し
て
乃
ち
祭
る
⑥
。
天
子
諸
侯
、
適
孫
適
婦
の
為
に
す
れ
ば
、
則
ち

既
に
殯
し
て
乃
ち
祭
る
は
⑦
、
異
宮
な
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
。

①
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
に
従
い
、
こ
こ
の
疏
の
末
尾
ま
で
を
熊
氏
の

説
と
す
る
。

②
『
礼
記
』
喪
服
小
記

32-14a

「
士
妾
有
子
而
爲
之
緦
、
無
子
則
已
」

お
よ
び
『
儀
礼
』
喪
服
（
緦
麻
三
月
章
）33-8a

「
貴
臣
、
貴
妾
。
」
注8a7

「
此
謂
公
士
大
夫
之
君
也
。
殊
其
臣
妾
貴
賤
而
爲
之
服
。
貴
臣
、
室
老

士
也
。
貴
妾
、
姪
娣
也
。
天
子
諸
侯
、
降
其
臣
妾
無
服
。
士
卑
無
臣
、

則
士
妾
又
賤
、
不
足
殊
。
有
子
則
爲
之
緦
、
無
子
則
已
」
参
照
。
こ
の

鄭
注
に
見
え
る
「
姪
娣
」
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
曲
礼
下4-4b

「
大
夫

不
名
世
臣
姪
娣
」
疏5a2

「
姪
是
妻
之
兄
女
、
娣
是
妻
之
妹
、
從
妻
來
爲

妾
也
」
参
照
。

③
下
文19-2b

に
「
曾
子
問
曰
、
大
夫
之
祭
、
鼎
俎
既
陳
、
籩
豆
既
設
、

不
得
成
禮
廢
者
幾
。
孔
子
曰
九
。
請
問
之
。
曰
、
天
子
崩
、
后
之
喪
、

君
薨
、
夫
人
之
喪
、
君
之
大
廟
火
、
日
食
、
三
年
之
喪
、
齊
衰
、
大
功

皆
廢
。
外
喪
、
自
齊
衰
以
下
行
也
。
…3a

士
之
所
以
異
者
、
緦
不
祭
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
大
夫
の
場
合
は
内
喪
（
同
宮
）
で
あ
っ
て

も
小
功
・
緦
麻
の
場
合
は
祭
り
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
「
大
夫

士
」
と
大
夫
を
含
め
て
い
る
理
由
は
不
明
。

④
『
礼
記
』
雑
記
下42-4a

「
父
母
之
喪
、
將
祭
而
昆
弟
死
、
既
殯
而
祭
。

如
同
宮
、
則
雖
臣
妾
、
葬
而
后
祭
。
祭
主
人
之
升
降
散
等
、
執
事
者
亦

散
等
、
雖
虞
附
亦
然
。
」
注

4b2

「
將
祭
、
謂
練
祥
也
。
言
若
同
宮
、
則

是
昆
弟
異
宮
也
。
古
者
昆
弟
異
居
同
財
、
有
東
宮
、
有
西
宮
、
有
南
宮
、

有
北
宮
。
有
父
母
之
喪
、
當
在
殯
宮
、
而
在
異
宮
者
、
疾
病
或
歸
者
。

主
人
、
適
子
。
散
等
、
栗
階
、
爲
新
喪
略
威
儀
。
」

⑤
『
儀
礼
』
喪
服
伝33-7a

「
有
死
於
宮
中
者
、
則
爲
之
三
月
不
舉
祭
」

に
拠
る
か
。
天
子
諸
侯
が
臣
妾
の
喪
に
服
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

上
の
注
②
の
鄭
注
参
照
（
点
線
部
）
。

⑥
適
子
に
斬
衰
に
服
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
儀
礼
』
喪
服
（
斬
衰
三
年
）

29-1b
「
父
爲
長
子
。
」
注1b8

「
不
言
適
子
、
通
上
下
也
。
亦
言
立
適
以
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長
。
」
参
照
。
「
既
練
乃
祭
」
に
つ
い
て
は
諸
経
に
明
文
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。

⑦
適
孫
適
婦
に
対
す
喪
に
つ
い
て
は
、
『
儀
礼
』
喪
服
（
斉
衰
不
杖
期
）

30-12a
「
適
孫
。
傳
曰
、
何
以
期
也
。
不
敢
降
其
適
也
。
有
適
子
者
無
適

孫
。
孫
婦
亦
如
之
。
」
参
照
。
「
既
殯
乃
祭
」
に
つ
い
て
は
諸
経
に
明
文

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
こ
の
一
節
は
、
自
身
が
喪
服
を
着
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

他
人
の
祭
事
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
○
「
緦
に
は

祭
ら
ず
、
又
た
何
ぞ
人
を
助
け
ん
」
と
は
、
自
身
が
（
一
番
軽
い
喪
で
あ
る
）

緦
服
に
服
す
る
場
合
で
も
、
自
ら
自
分
の
家
の
宗
廟
を
祭
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
他
人
の
祭
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
と
言

っ
た
も
の
で
あ
る
。
熊
安
生
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
、
「
自
身
が
緦
服
に
服
す

る
場
合
は
、
自
分
の
父
母
の
為
に
虞
・
祔
・
卒
哭
の
祭
り
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
同
宮
の
（
者
に
対
し
て
）
緦
服
に
服
す
る
こ

と
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
士
が
妾
の
子
有
る
も
の
の
為
に
（
喪
に
服
）
し
た
り

大
夫
が
貴
妾
の
為
に
（
喪
に
服
）
し
た
り
す
る
の
が
、
同
宮
の
（
者
に
対
し
て
）

緦
服
に
服
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
大
夫
士
で
斉
衰
・
大
功
・
小
功
・
緦
麻
（
の

喪
）
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
宮
（
の
者
に
対
し
て
）
で
あ
れ
ば
ま
た
（
父
母

の
た
め
に
）
祭
ら
な
い
。
そ
れ
が
も
し
異
宮
（
の
者
に
対
し
て
）
で
あ
れ
ば
、

（
異
宮
の
者
が
）
殯
（
か
り
も
が
り
）
し
た
後
に
（
父
母
を
）
祭
る
こ
と
が
で

き
る
。
だ
か
ら
（
『
礼
記
』
）
雑
記
（
下
）
に
、
「
父
母
の
喪
に
お
い
て
、
そ
の

（
練
・
祥
の
）
祭
り
を
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
し
た
時
に
、
（
自
分
の
）
兄
弟
が

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
（
そ
の
兄
弟
を
）
殯
し
て
か
ら
（
父
母
を
）
祭
る
。
も

し
同
宮
（
の
者
が
亡
く
な
っ
た
の
）
で
あ
れ
ば
、
（
そ
れ
が
）
臣
妾
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
埋
葬
し
て
か
ら
（
父
母
を
）
祭
る
。
虞
・
祔
（
の
祭
）
も
同
様
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
天
子
諸
侯
の
臣
妾
が
、
宮
中
で
亡
く
な
っ
た
場

合
は
、
（
彼
ら
に
対
し
て
）
喪
に
服
す
る
こ
と
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
（
そ
の

場
合
も
）
ま
た
父
母
の
為
に
虞
・
祔
・
卒
哭
の
祭
り
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

天
子
諸
侯
の
適
子
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
斬
衰
に
服
す
る
の
で
既
に
練
し
て

か
ら
（
父
母
を
）
祭
る
。
天
子
諸
侯
が
適
孫
適
婦
の
為
に
（
喪
に
服
）
す
る
場

合
に
、
既
に
殯
し
て
か
ら
（
父
母
を
）
祭
る
と
い
う
の
は
、
（
そ
れ
が
）
異
宮

（
の
者
に
対
す
る
喪
）
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
。

【
経
】
（
十
四
葉
裏
三
行
）

○
曾
子
問
曰
、
廢
喪
服
、
可
以
與
於
饋
奠
之
事
乎
。

［
書
き
下
し
文
］

○
曾
子
問
ひ
て
曰
く
、「
喪
服
を
廃
す
れ
ば
、
以
て
饋
奠
の
事
に
与
る
べ
き
か
」

と
。

［
現
代
語
訳
］

○
曾
子
は
質
問
し
て
言
う
、
「
（
三
年
の
喪
が
明
け
て
）
喪
服
を
脱
（
と
）
い

た
な
ら
ば
、（
す
ぐ
に
他
人
の
）
饋
奠
の
事
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」

と
。

【
注
】
（
十
四
葉
裏
四
行
）

謂
新
除
喪
服
也
。
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［
書
き
下
し
文
］

新
た
に
喪
服
を
除
く
を
謂
ふ
な
り
。

［
現
代
語
訳
］

新
た
に
喪
服
を
除
い
た
場
合
の
こ
と
を
言
う
の
だ
。

【
経
】
（
十
四
葉
裏
四
行
）

孔
子
曰
、
説
衰
與
奠
、
非
禮
也
。

［
書
き
下
し
文
］

孔
子
曰
く
、
「
衰
を
説
き
て
①
奠
に
与
る
は
、
礼
に
非
ず
②
。

①
「
説
」
は
「
脱
」
の
意
。
『
釈
文
』
は
「
説
、
湯
活
反
」
の
音
を
付
す

る
。

②
『
礼
記
』
雑
記
下42-12b

に
は
「
期
之
喪
、
未
葬
、
弔
於
郷
人
、
哭

而
退
、
不
聽
事
焉
。
功
衰
、
弔
待
事
、
不
執
事
。
小
功
緦
、
執
事
、
不

與
於
禮
（
注

12b9

：
禮
、
饋
奠
也
。
疏

14a5
：
執
事
、
殯
相
也
）
」
と

あ
り
、
小
功
・
緦
麻
に
お
い
て
は
擯
相
は
す
る
も
の
の
、
饋
奠
の
礼
に

与
ら
な
い
と
す
る
が
、
そ
こ
で
は
喪
服
を
除
い
た
後
の
場
合
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。

［
現
代
語
訳
］

孔
子
は
言
う
、
「
喪
服
の
衰
を
脱
い
て
（
す
ぐ
に
他
人
の
）
奠
に
参
与
す
る
の

は
、
礼
で
は
な
い
。

【
注
】
（
十
四
葉
裏
四
行
）

執
事
於
人
之
神
、
爲
其
忘
哀
疾
也
。

［
書
き
下
し
文
］

人
の
神
に
執
事
す
る
は
、
其
の
哀
疾
①
を
忘
る
と
為
す
。

①
「
哀
疾
」
は
悲
哀
疾
痛
の
意
で
あ
ろ
う
。

［
現
代
語
訳
］

他
人
の
神
に
対
し
て
事
を
行
う
の
は
、
自
分
の
（
親
に
対
す
る
）
哀
し
み
を
忘

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

【
経
】
（
十
四
葉
裏
五
行
）

以
擯
相
可
也
。

［
書
き
下
し
文
］

以
て
擯
相
①
す
る
は
可
な
り
。

①
『
儀
礼
』
に
「
擯
相
」
の
語
は
見
え
ず
、
喪
礼
関
係
で
は
「
擯
者
」

は
見
え
て
も
、
「
相
」
で
介
添
え
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
な
い
。
『
周
礼
』

秋
官
・
司
儀38-1a

「
擯
相
之
禮
」
に
対
し
て
鄭
玄1a3

は
「
出
接
賓
曰

擯
、
入
贊
禮
曰
相
」
と
注
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
擯
相
」
二
字
で

介
添
え
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
ろ
う
。

［
現
代
語
訳
］

介
添
え
を
す
る
の
は
か
ま
わ
な
い
。

【
疏
】
（
十
四
葉
裏
五
行
）

○
正
義
曰
、
此
一
節
論
大
祥
除
服
、
不
得
即
①
與
他
人
饋
奠
之
事
。
廢
、
猶
除

也
。
言
己
新
説
喪
服
、
可
以
與
他
人
在
殯
饋
奠
之
事
乎
。
不
問
可
以
與
於
吉
祭
、

而
問
可
與
饋
奠
者
、
以
己
新
説
喪
服
、
吉
祭
禮
輕
、
吉
凶
不
相
干
、
決
②
其
不
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可
。
饋
奠
是
他
人
之
重
者
、
己
又
新
始
説
衰
、
凶
事
相
因
、
疑
得
助
奠
、
故
問

之
也
。①

底
本
は
「
即
」
字
な
し
。
八
行
本
等
に
よ
り
補
う
。

②
底
本
は
「
決
」
を
「
渉
」
に
作
る
。
八
行
本
に
よ
り
改
め
る
。

［
書
き
下
し
文
］

○
正
義
に
曰
く
、
此
の
一
節
、
大
祥
し
て
服
を
除
く
も
、
即
ち
他
人
の
饋
奠
の

事
に
与
る
を
得
ざ
る
を
論
ず
。
廃
は
、
猶
ほ
除
の
ご
と
し
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
己

れ
新
た
に
喪
服
を
説
（
＝
脱
）
か
ば
、
以
て
他
人
の
殯
に
在
り
て
饋
奠
す
る
の

事
に
与
る
べ
き
か
。
以
て
吉
祭
に
与
る
べ
き
か
と
問
は
ず
し
て
、
饋
奠
に
与
る

べ
き
か
と
問
ふ
は
、
以
（
お
も
）
へ
ら
く
己
れ
新
た
に
喪
服
を
説
く
、
吉
祭
の

礼
は
軽
く
、
吉
凶
相
ひ
干
せ
ず
①
、
決
し
て
其
れ
不
可
な
り
。
饋
奠
は
是
れ
他

人
の
重
き
者
、
己
又
た
新
た
に
始
め
て
衰
を
説
く
、
凶
事
相
ひ
因
る
、
疑
ふ
ら

く
は
奠
を
助
く
る
を
得
ん
、
故
に
之
を
問
ふ
な
り
。

①
「
吉
凶
不
相
干
」
の
語
は
、
『
礼
記
』
雑
記
下

43-2a

「
麻
者
不
紳
、

…
」
鄭
注2a9

、
『
春
秋
公
羊
伝
』
文
公
元
年13-3a
「
公
孫
敖
如
齊
」
何

休
注3b1

に
も
見
え
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］

○
正
義
に
曰
く
、
こ
の
一
節
は
、
大
祥
（
の
祭
り
）
を
終
え
て
服
を
除
い
て
も
、

す
ぐ
に
は
他
人
の
饋
奠
の
事
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
た
も

の
だ
。
「
廃
」
は
、
「
除
」
（
の
ぞ
く
）
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
。
こ
こ
で
言
っ
て

い
る
の
は
、
（
三
年
の
喪
を
終
え
て
）
自
分
が
新
た
に
喪
服
を
脱
（
と
）
い
た

場
合
、
他
人
の
殯
に
お
い
て
饋
奠
の
事
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
「
吉
祭
に
与
る
べ
き
か
」
と
質
問
せ
ず
に
、
「
饋
奠

に
与
る
べ
き
か
」
と
質
問
し
て
い
る
の
は
、
思
う
に
、
自
分
が
新
た
に
喪
服
を

脱
い
だ
の
で
あ
る
が
、
吉
祭
の
礼
は
軽
く
、
（
か
つ
）
吉
凶
（
の
礼
）
は
同
時

に
行
い
得
な
い
の
で
、
（
吉
祭
に
与
る
こ
と
は
）
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
。

（
そ
れ
に
対
し
て
）
饋
奠
は
他
人
の
（
凶
礼
の
）
重
い
も
の
で
あ
る
し
、
さ
ら

に
自
分
も
新
た
に
喪
服
を
脱
い
だ
ば
か
り
で
あ
り
、
凶
事
同
士
は
関
連
す
る
か

ら
、
奠
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
そ
れ
で
こ
れ
を
質

問
し
た
の
だ
。

（
付
記
）
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
７
Ｋ
０
２
２
０
６
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

礼記注疏訳注稿（十）―曾子問第七（四）―（末永）


